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さまざまな方の支えのおかげでこのよ
うな結果が残せました。感謝の気持ち
を忘れず、インターハイでは１つでも
多く勝ちたいです。

阿南工業高等専門学校　３年
吉積沙瑛さん（見能林町：17歳）
テニス　女子　個人・シングルス

高校最後の大会です。みんなと全力で
戦って、良い結果を残せるように頑張
ります。

小松島西高等学校　３年
田中明日華さん（那賀川町：18歳）
空手道　女子　団体　組手

団体、個人とチームに貢献できるよう
に目標に向かってベストを尽くし、感
謝の気持ちを持って、期待に応えられ
るように頑張ります。

城東高等学校　２年

岩﨑遥香さん（羽ノ浦町：17歳）
バドミントン　女子　団体・個人（シングルス・ダブルス）

日々積み重ねてきた練習の成果を発揮
し、予選を通過して、少しでも良い結
果が残せるよう１本１本を大切に頑張
りたいと思います。

小松島西高等学校　３年
唐木千春さん（羽ノ浦町：17歳）
弓道　女子　個人

今回のインターハイでは、学年関係な
く、自分の力を出せるように１試合を
全力で戦ってきたいと思います。

生光学園高等学校　１年
天野夏美さん（那賀川町：15歳）
柔道　女子　個人　52kg 級

３年間どんなことがあっても自分の信
念を曲げずにやってきました。最後ま
で自分を信じて、全力で頑張ってきま
す。

小松島西高等学校　３年
小烏光貴さん（那賀川町：17歳）
空手道　男子　個人　形・組手　

自分の力が発揮できるように頑張りた
いです。また、他の部員の分も頑張り
ます。

板野高等学校　２年
山本　巧さん（柳島町：16歳）
相撲　男子　個人

自分にとっては最後の試合になるので、
後悔しないような試合をしたいです。

小松島西高等学校　３年
田村美咲さん（福村町：17歳）
空手道　女子　団体　組手

2013未来をつなぐ北部九州総体　出場選手紹介

３年　伊勢彩可さん（宝田町：18歳）背番号 7　
１戦でも多く１秒でも長くこのチームで戦いたいです。
自分たちは挑戦者なので、今までやってきたことを信
じて思いきり頑張ります。

３年　北原美和子さん（新野町：18歳）背番号 4
人生で最初で最後のインターハイです。応援してくれ
ている地元の方々のもとに笑顔で帰ってこられるよう
に頑張ってきます。

３年　横手美紀さん（中林町：18歳）背番号 9
初めてのインターハイで、自分にできることを精一杯、
１つでも多くチーム全体で勝つことができるように頑
張ります。

２年　湯浅暁子さん（津乃峰町：16歳）背番号 5
大きな舞台で試合ができることに感謝して、とにかく
３年生のために全力で頑張ってきます。応援よろしく
お願いします！

２年　阿部沙紀さん（下大野町：16歳）背番号 8
今までやってきたことを信じて、みんなで１つでも多
く試合をするために、流れを変える存在になりたいで
す。

１年　篠岡菜月さん（津乃峰町：16歳）背番号12
インターハイでも日々の練習の成果を発揮し、感謝の
気持ちを忘れず、全員バレーで全力で頑張ってきます。

１年　田上真子さん（柳島町：15歳）背番号10
初めての全国大会なので、緊張も雰囲気もすべて楽し
みたいと思います。みんなで心を合わせて、力いっぱ
い頑張ります。

富岡東高等学校　バレーボール　女子
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３年　宮野博史さん（羽ノ浦町：17歳）背番号10
僕は主将をしていますが、今までついてきてくれたチームメイトに感謝し、
悔いの残らないようチーム一丸となってベスト８をめざします。

３年　西森大貴さん（那賀川町：18歳）背番号 2
高校生活最後のインターハイになります。ずっと目標にしてきた全国大会な
ので、自分の力が発揮できるよう頑張りたいと思います。

３年　秋本和秀さん（長生町：18歳）背番号８
僕は、新人戦の全国大会で１点を入れたのですが、逆転され負けました。今
は前より強くなっているのでもう１回挑んで勝ちたいです。

２年　岡田大河さん（津乃峰町：17歳）背番号 4
僕は、インターハイへ行くのは初めてなので緊張しますが、先輩方の最後の
大会なのでベスト８までいきたいです。

１年　黒川勇磨さん（福井町：15歳）背番号14
先輩のサポートや応援など、自分にできることを一生懸命頑張ろうと思いま
す。

２年　西川　光（那賀川町：16歳）背番号12
今まで頑張ってきたことを信じ、全力を出します。

２年　布川　流さん（椿泊町：16歳）背番号11
全国大会では、強気で攻めます。１勝できるように頑張りたいと思います。

２年　杉本裕貴さん（那賀川町：16歳）背番号３
チーム一丸となって全国２勝（ベスト８）をめざして頑張りたいです。

１年　川田慎也さん（宝田町：16歳）背番号13
インターハイでは、３年生や２年生の先輩方が最高のプレーができるように
全力でサポートします。

３年　秋本祥輝さん（長生町：17歳）背番号 7
インターハイでは２勝してベスト８をめざします。そのために、心・技・体
を鍛えたいです。

３年　阿部俊宜さん（津乃峰町：18歳）背番号 6
仲間とともに全力を出し切り、お世話になった方々への感謝の気持ちを込め
てシュートを決めたいです。必勝あるのみ。

３年　髙野敦也さん（那賀川町：17歳）背番号 1
このインターハイは、阿南工業高校生として試合をするのが最後なので、頑
張ります。

３年　近藤浩也さん（日開野町：17歳）背番号 5
インターハイでは、全国の強豪校相手に１戦でも多く勝って、悔いの残らな
いよう最後の全国大会を楽しみたいです。

阿南工業高等学校　ホッケー　男子
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インターハイで悔いの残らないように、
今までの練習の成果を十分に発揮して、
いいタイムが残せるように頑張りたい
です。

那賀高等学校　１年
清水悠登さん（新野町：15歳）
カヌー競技　男子

初めてのインターハイでとても緊張し
ていますが、一生懸命頑張って、最後
の１パドルまで漕ぎきります。

那賀高等学校　１年
松田浩明さん（新野町：15歳）
カヌー競技　男子

今までやってきたことをすべて出し切
って、団体戦ではベスト８以上に入れ
るように頑張ってきます。

貞光工業高等学校　３年
計盛将志さん（橘町：17歳）
ソフトテニス　男子　団体・個人

初めてのインターハイで緊張すると思
うのですが、支えてくれた人に感謝を
し、１勝でも多く勝ちたいと思います。

貞光工業高等学校　２年
森　遼太さん（見能林町：17歳）
ソフトテニス　男子　団体・個人

コーチや家族のみんなに感謝して、自
己ベストを出し、全国の上位に入れる
ように頑張りたいと思います。

富岡東高等学校　２年

溝木竣也さん（領家町：17歳）
水泳　男子　個人　200ｍ・400ｍ自由形

団体ではインターハイ出場を逃しまし
たが、仲間の気持ちを背負って支えて
くださった方々への感謝の気持ちを忘
れず戦ってきます。

富岡東高等学校　３年
甘利あかねさん（那賀川町：17歳）
剣道　女子　個人

一戦一戦、チーム一丸となって、１つ
でも多く勝てるよう全力を尽くし、楽し
んでプレーしてきます。

富岡東高等学校　３年
広瀬瑞歩さん（羽ノ浦町：18歳）
バスケットボール　女子

私は、団体戦と個人戦に出場します。今
まで指導してくださった先生方や、支えて
くださった方々に感謝をし、一生懸命頑
張ります。

３年　岩原将平さん（羽ノ浦町：18歳）
剣道　男子　団体・個人

高校生活で最高の大会に出場できる
ことになりました。徳島県の代表と
して、悔いを残すことのないよう、
ベストを尽くして頑張ってきます。

３年　志賀龍一さん
（才見町：17歳）

今回、インターハイに出場する
ことになりました。最後の大会
なので、後悔のないよう思い切
って戦いたいと思います。

３年　福田篤己さん
（羽ノ浦町：18歳）

応援してくださっている方々への感
謝の気持ちを胸に、厳しい稽古の
成果を信じ、試合を楽しみたいと
思います。

３年　田村隆晟さん
（羽ノ浦町：17歳）

感謝の気持ちを忘れず、ペアと思いを
１つにし、インターハイという大きな舞
台で良い結果が残せるように全力で頑
張ります。

富岡東高等学校　２年
前川彩香さん（西路見町：16歳）
ソフトテニス　女子　個人

四国大会では、２位という結果で悔し
い思いをしました。全国大会では強い
選手に勝ち、優勝めざして頑張ります。

美馬商業高等学校　３年
大羽剛司さん（山口町：17歳）
陸上競技　男子　3000m 障害

2013未来をつなぐ北部九州総体　出場選手紹介

阿南工業高等学校
剣道　男子
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鳴門渦潮高等学校　サッカー　女子

阿南工業高等学校　バレーボール　男子

富岡東高等学校　弓道　男子

この大会では私らしくプレーし、
全国に鳴門渦潮高校の名を残せ
るように、そして優勝をめざし
全力を尽くして笑顔で帰ってき
ます♡ !!

決められた人数のメンバーの中
に選ばれるように頑張りたいで
す。そして、１つでも多く勝てる
よう頑張りたいです。

けがをしてしまって試合に出る
ことはできませんが、一戦一戦
勝ってベスト８、ベスト４と駒を
進めてほしいです。渦潮Ｊｏｃｃ
ｅｒ　皆輝共鳴

全員で戦って、１つでも多く勝
ち残れるように頑張りたいです。
自分にチャンスがあれば、チー
ムのために全力でプレーします。

２年　松田碧依さん
（桑野町：16歳）背番号 9

応援してくださっている方々の思いを矢にのせて、２年間培ってき
た技術を全国総体という大舞台で大いに響かせてきます！

３年　中川寛章さん（富岡町：17歳）写真：左

それぞれが乗り越えるべき課題・目標を持ってインターハイに挑み、
いつも通りの力が出せるように集中していきたいと思います。

２年　尾﨑　迅さん（那賀川町：16歳）写真：右

支えてくれた家族や先生、そして引退した先輩に感謝し、精一杯頑
張ります。

２年　荒井誠司さん（那賀川町：17歳）写真：中央

１年　兼任ひかるさん
（新野町：16歳）背番号12

２年　櫛谷涼夏さん
（見能林町：16歳）背番号 7

１年　多田美咲さん
（長生町：15歳）背番号16

はじめて立つ大きな舞台なの
で、自分の持っている力を出
したいです。決勝トーナメン
ト進出を目標に、一戦一戦大
切にしたいです。

徳島県の代表として、悔いの
残らないように、自分の持っ
ている力をすべて出して、チ
ームの勝利に貢献できるよう
に頑張りたいです。

悔いの残らないよう、チーム
一丸となって力を出し切れる
よう頑張ります。

２年　笠井亮汰さん
（椿泊町：16歳）背番号10

２年　助田智輝さん
（椿泊町：16歳）背番号 6

２年　岩田直也さん
（津乃峰町：16歳）背番号13
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● ●●阿南市体育祭のお知らせ●● ●

競　　技　　名 実 施 期 日 ・ 場 所 申込締切 競　技　対　象　者

ソ フ ト テ ニ ス
  8/23

南部健康運動公園
  7/31 中学生（男子・女子）

  9/15   9/  2 一般・シニアの部

硬 式 テ ニ ス

  9/16

南部健康運動公園

  9/  7 高校生・一般（ダブルス）

10/14
10/  5
  9/12

小学生・中学生
シニア

12/  8 11/30 一般・ベテラン（シングルス）
バ ド ミ ン ト ン   9/16 スポーツ総合センター   8/14 市内在住または通勤・通学者
水 泳   8/31 サンアリーナ温水プール   8/21 小学生・中学生・高校生・一般
相 撲   9/  1 椿町中学校相撲場   8/  9 市内在住の小・中学生
バスケットボール   9/15 那賀川スポーツセンター   9/  5 協会加入の各団体および招待チーム
バ レ ー ボ ー ル   9/  1 スポーツ総合センター   8/23 14 地区体協対抗（男・女）
銃 剣 道   9/  1 阿南工業高等学校体育館   8/24 市内在住または通勤・通学者

ソ フ ト ボ ー ル
  9/  8

那賀川河川敷グラウンド   8/22 一般男子・レディース
  9/15

ゲ ー ト ボ ー ル   9/19 林崎コート 協会加入の団体（クラブ）
陸 上   9/  7 阿南工業高等専門学校   8/20 小学生・中学生・高校生・一般・中高齢者
民踊・フォークダンス   9/14 文化会館研修室 市内在住の市民踊愛好者
柔 道   9/  1 武道館   8/25 幼児・小学生・中学生・高校生・一般
バ ウ ン ド テ ニ ス   9/  8 スポーツ総合センター   9/  2 市内在住または通勤・通学者

軟 式 野 球
  9/  1 阿南市民グラウンド

南部ふるさとふれあい運動公園
  8/17 一般・壮年（地区体協対抗）

  9/  8
卓 球   9/15 スポーツ総合センター   9/  6 市内在住または通勤・通学者
グラウンドゴルフ 10/  1 橘港中浦緑地   9/16 協会加入の各団体 (クラブチーム )

サ ッ カ ー
10/  5

中浦緑地公園グラウンド 小学生
10/  6

剣 道   9/15 武道館   8/30 小学生・中学生・高校生
弓 道   9/29 B&G那賀川海洋センター   9/14 高校生・一般
ホ ッ ケ ー 10/27 阿南工業高等学校ホッケー場 10/20 小学生・中学生・高校生・一般
ラグビーフットボール 11/23 Ｊパワー＆よんでんWａンダーランド 11/16 小学生
体 操 12/22 スポーツ総合センター 当日受付 幼児・小学生・中学生

問い合わせは　スポーツ振興課（☎22−3394）へ

基礎調査実施のご案内
　徳島県では、８月初旬から来年の２月末までの間、上記の地
区の土砂災害が発生する恐れのある箇所の調査を実施します。
　現地を調査する際に、徳島県が発行する身分証明書を携帯し
た調査員が、皆様の土地に立ち入りをさせていただくことがあ
りますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
　なお、調査結果については、後日、説明会などによりお知らせする予定です。
基礎調査とは？ 
　基礎調査とは、土砂災害防止法に基づき、土砂災害が発生する恐れがある箇所の地形、地質等を調査し、
土砂災害の恐れがある危険な区域を把握するためのものです。
　調査完了後、その区域について地元説明会や市長への意見聴取を行い「土砂災害警戒区域」や「土砂災害
特別警戒区域」として指定します。
問い合わせは　徳島県南部総合県民局（阿南）砂防担当（☎24－4253）
　　　　　　　徳島県県土整備部砂防防災課（☎088－621－2540）
　　　　　　　阿南市建設部土木課（☎22－1595）へ

土砂災害防止法に基づく基礎調査の実施
調査対象地区　大田井町、細野町、大井町、水井町、
　　　　　　　十八女町、橘町
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道
路
、
河
川
改
修
の
期
成
同

盟
会
（
会
長
＝
平
尾
勲
雄
阿
南
商

工
会
議
所
会
頭
）
を
結
成
し
、
猛

烈
な
陳
情
活
動
を
繰
り
広
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、

行
政
、
議
会
、
経
済
界
、
市
内
各

種
団
体
の
長
を
含
む
、
官
民
合
同

の
阿
南
方
式
と
も
呼
ば
れ
る
活
動

で
す
。

　
県
、
国
土
交
通
省
四
国
整
備
局
、

国
土
交
通
省
本
省
、
財
務
省
主
計

局
、
国
会
議
員
へ
の
度
重
な
る
陳

情
活
動
に
よ
り
、
順
調
に
国
の
予

算
が
つ
き
は
じ
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
勢
い
を
大
切
に
、

市
内
の
重
点
施
策
を
官
民
一
体
と

な
っ
て
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
一
環
と
し
て
、
四
国
東
南
部
地

域
に
お
け
る
地
域
間
交
流
や
、
経

済
活
動
の
促
進
。
さ
ら
に
は
、
日

本
で
５
地
域
目
と
な
る
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
（
大
地
の
公
園
）
に
認
定

さ
れ
た
室
戸
地
域
な
ど
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
向
上
に
よ
る
観
光
客
数
の

増
加
等
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
「
元
気
の
道
」

と
な
る
と
と
も
に
、
津
波
の
影
響

を
受
け
に
く
い
内
陸
部
を
通
過
す

る
ル
ー
ト
は
、
災
害
時
や
、
救
急

救
命
医
療
時
に
お
け
る「
命
の
道
」

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
事
業
で
は
、
私
た

ち
が
暮
ら
す
那
賀
川
流
域
は
、
過

去
幾
多
の
洪
水
、
渇
水
に
悩
ま
さ

れ
て
お
り
、
最
近
で
は
平
成
16
年

の
相
次
ぐ
台
風
に
よ
る
浸
水
被
害

や
、
２
年
ご
と
に
起
こ
る
異
常
渇

水
に
よ
り
、
住
民
や
農
業
、
工
業

関
係
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　
那
賀
川
の
水
と
と
も
に
生
き
る

私
た
ち
に
と
っ
て
市
内
の
深
瀬

（
約
８
０
０
㍍
）、加
茂（
約
９
０
０

㍍
）、
持
井
（
約
１
０
０
㍍
）
地

区
の
堤
防
整
備
と
、
長
安
口
ダ
ム

量
水
器
の
位
置
確
認
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

上
水
道
情
報
管
理
デ
ー
タ
を
整

備
し
、
上
水
道
施
設
の
適
正
な
管

理
と
復
旧
作
業
を
迅
速
に
行
う
た

め
の
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
を
行
う
際
は
事
前
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

調
査
地
区　
伊
島
町
、
津
乃
峰
町
、

大
潟
町
、
見
能
林
町

調
査
内
容　
▼
道
路
内
の
水
道
管

の
埋
設
位
置
や
弁
栓
類
の
調
査
▼

各
戸
の
量
水
器
の
位
置
確
認

期
間　

９
月
～
平
成
26
年
３
月

（
予
定
）

※
調
査
員
は
阿
南
市
水
道
部
委
託

者
の
腕
章
を
つ
け
、
調
査
業
務
従

事
者
の
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
水
道
部
工
務
課

（
☎
22

－

３
２
９
５
）
へ

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請（
追
加
申
請
）

の
受
付

　

平
成
25
年
度
に
市
が
発
注
す
る

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
指
名

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ

し
、
平
成
24
年
中
お
よ
び
平
成
25

年
１
月
11
日
～
２
月
12
日
ま
で
の

間
に
申
請
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
８
月
１
日
㈭
～
９
月

２
日
㈪
（
土
、
日
曜
日
除
く
）

物
品
購
入
等
の
種
類　
備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ　

阿
南
市
へ

●
金
１
０
０
万
円

日
開
野
町　

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ

阿
南
店　

戎
谷
一
平
様
か
ら
文

化
振
興
事
業
資
金
と
し
て

●
金
10
万
円

見
能
林
町　

柿
谷
実
智
子
様
か

ら
文
化
振
興
事
業
資
金
と
し
て

お
く
り
も
の

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～
阿
南
方
式
の
陳
情
活
動
～

　
阿
南
市
の
国
へ
の
重
点
要
望
は
、

大
き
く
道
路
と
河
川
の
２
点
が
あ

り
ま
す
。

　
道
路
は
、
現
在
小
松
島
市
で
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い

る
、
阿
南
市
と
小
松
島
市
、
徳
島

市
、
鳴
門
市
を
結
ぶ
「
四
国
横
断

自
動
車
道
」
お
よ
び
阿
南
市
か
ら

高
知
県
安
芸
市
ま
で
を
結
ぶ
地
域

高
規
格
道
路
「
阿
南
安
芸
自
動
車

道
」
関
連
の
、
桑
野
道
路
、
福
井

道
路
の
整
備
促
進
と
早
期
完
成
で

す
。

　
特
に
、
阿
南
安
芸
自
動
車
道
は

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
４
万
９
０
８
６
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会　

代
表
白
浜
和
子
様
か
ら
第

20
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡
シ
ョ
ー

「
あ
じ
さ
い
の
宴
」
に
お
け
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地
域
福

祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

河川関連　当初予算（補正含めず）
単位：億円

年度 長安口ダム
改 造 事 業

河川改修
事　　業 地震津波対策事業

H21 10.31 4.58 　　　

H22 12.80 4.40 　　　

H23 25.31 4.46 　　　

H24 42.39 4.23 27.50

H25 43.36 4.20 58.01

深瀬、加茂地
区の築堤事業

辰巳地区を中心とす
る那賀川、桑野川の
地震津波対策事業

小松島市田野町で進む四国横断自動車道建設工事
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ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

支
給
申
請
の
受
付

支
給
対
象　
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
す
方

・
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
、

年
齢
が
満
65
歳
以
上
の
方

・
同
年
９
月
１
日
現
在
で
、
市
内

に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
（
入
所

ま
た
は
長
期
入
院
等
を
除
く
）

・
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方
で
、
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
老
衰
等
の
た
め
、
常
時
ね
た

き
り
状
態
が
継
続
す
る
と
認
め

ら
れ
る
方
（
生
活
活
動
範
囲
が

屋
内
に
限
ら
れ
る
方
）

支
給
金
額　
６
千
円
（
年
１
回
）

申
請
方
法　
８
月
２
日
㈮
ま
で
に

お
近
く
の
民
生
委
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

消
防
本
部
で
は
、
救
急
医
療
週

間
（
９
月
８
日
㈰
～
14
日
㈯
）
に

合
わ
せ
て
、
救
命
講
習
を
実
施
し

ま
す
。
も
し
も
の
時
の
た
め
に
応

急
手
当
の
基
本
（
心
肺
蘇
生
法
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
）
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

上
級
救
命
講
習　
９
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
６
時（
８
時
間
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
15
歳
以
上
の
方

場
所　
消
防
本
部
３
階　

ホ
ー
ル

定
員　
30
人
（
先
着
順
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈭
～
31
日

㈯申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
消
防
本
部（
☎
22

－
１
１
２
０
）

へ
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
開
催

日
時　
９
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
の

２
日
間　

午
前
９
時
20
分
～
午
後

４
時
30
分

場
所　
消
防
本
部
３
階　

ホ
ー
ル

定
員　
60
人
（
先
着
順
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
、
別
途

テ
キ
ス
ト
代
３
３
０
０
円
程
度
必
要
）

申
込
期
間　
８
月
12
日
㈪
～
９
月

12
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
消
防

本
部
予
防
課（
☎
22

－

３
７
９
９
）

へ

平
和
を
祈
り
１
分
間
の
黙
と
う
を

　

昭
和
20
年
、
広
島
と
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
、
日
本
は
唯
一
の

被
爆
国
と
な
り
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。

　

犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
核
も
戦
争

も
な
い
平
和
な
世
界
を
願
い
、
家

庭
や
職
場
お
よ
び
地
域
で
１
分
間

の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

広
島　
８
月
６
日
㈫

　
　
　

午
前
８
時
15
分

長
崎　
８
月
９
日
㈮

　
　
　

午
前
11
時
２
分

終
戦　
８
月
15
日
㈭

　
　
　

正
午

　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

「
古
文
書
を
読
む
会
」
の
開
催

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
「
古
文

書
を
読
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　
９
月
～
平
成
26
年
２
月
ま

で
の
毎
月
第
２
水
曜
日　

午
後
１

時
30
分
～
３
時

場
所　
阿
南
図
書
館
３
階　

視
聴

覚
室

募
集
人
数　
20
人
程
度

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
は
が
き
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
締
切
日　
８
月
20
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

０
０
１
１　

領
家
町

本
荘
ケ
内
１
２
１
番
地　

阿
南
図

書
館
内　

市
史
編
さ
ん
室
（
☎
22

－

１
５
７
３
）
へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

短
期
講
座
「
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
」

受
講
者
募
集

　

イ
ン
テ
リ
ア
、
生
活
に
役
立
つ

カ
ラ
ー
を
見
つ
け
よ
う
！

日
時　
９
月
17
日
㈫
、
10
月
１
日

㈫
、
15
日
㈫
、
29
日
㈫
（
全
４
回
）

午
後
７
時
～

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
20
人

対
象
者　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職

場
を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

（
前
納
）

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会

費
１
０
０
０
円
が
必
要

講
師　
山
富
秀
世
さ
ん

申
込
締
切
日　
９
月
10
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間　

土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
９
時
）

住宅用火災報知器
付け忘れはないですか

　

私
こ
と
、
こ
の
た
び
任
期
満

了
に
よ
り
平
成
25
年
6
月
30
日

付
を
も
ち
ま
し
て
、
阿
南
市
政

策
監
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
期
４
年
間
の
在
任
中
に
は
、

皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご

支
援
を
賜
り
、
新
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
な
ど
大
型
事
業
の
円

滑
な
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
阿
南
市
の
益
々
の
ご

発
展
と
皆
様
方
の
一
層
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
阿
南
市
政
策
監　

勝
瀬 

修
平
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「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」全国大会 2013年
10月成功させよう !

　

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
、

昨
年
度
は
大
野
、
今
津
、
岩
脇
、

羽
ノ
浦
小
学
校
お
よ
び
羽
ノ
浦
中

学
校
で
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

平
成
24
年
度
末
現
在
の
耐
震
化
率

は
89
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
今
津
小
学
校
の
旧
屋
内

運
動
場
解
体
工
事
、
新
野
中
学
校

屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
校
舎
改
築
工
事
は
、
昨

年
度
に
阿
南
第
一
、
那
賀
川
中
学

校
の
校
舎
棟
の
改
築
が
完
了
し
、

現
在
、
外
構
工
事
等
の
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年
度
中

に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

阿
南
中
学
校
改
築
工
事
は
、
今

年
度
中
に
校
舎
棟
の
改
築
を
完
了

し
、
屋
内
運
動
場
の
改
築
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
を
含
め
、
平
成
27
年

度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

安
全
で
安
心
な
学
校
施
設
へ
耐
震
化
が
進
ん
で
い
ま
す

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
夫
が
病
気
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
夫
の
収
入

だ
け
で
生
活
し
て
い
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
が
不
安
で
す
。
な

に
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
年
金

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
加
入
中
の
方

や
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
資
格
期
間
を
満
た
し
た
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
と
き
は
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
に
生
活
を
支
え
ら
れ
て
い

た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」

に
、
子
が
18
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
場
合
は

20
歳
ま
で
の
間
）、
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
死
亡
日
の
属
す
る
月

の
前
々
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、

保
険
料
納
付
済
期
間
（
免
除
期
間

含
む
）
が
３
分
の
２
以
上
ま
た
は

直
近
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が

な
い
こ
と
な
ど
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

ＱＡ

学校施設の耐震化の進捗状況
（平成25年3月31日現在）

学　校　数 全　棟　数
耐震補強が必
要と見込まれ
る棟数

う ち Ｈ 25
実 施 予 定 分

（改築工事を除く）

（棟） （㎡） （棟） （㎡） （棟） （㎡）

小学校 22校
校舎 53 54,921 1 326 0 0
屋体 22 15,648 1 512 ※１ ※512
計 75 70,569 2 838 ※１ ※512

中学校 10校
校舎 30 36,082 5 8,160 0 0
屋体 14 12,388 6 5,722 1 2,780
計 44 48,470 11 13,882 1 2,780

幼稚園 ９園 園舎 6 3,464 0 0 0 0
計 6 3,464 0 0 0 0

合計 41校・園

校舎 83 91,003 6 8,486 0 0
屋体 36 28,036 7 6,234 2 3,292
園舎 6 3,464 0 0 0 0
計 125 122,503 13 14,720 2 3,292

※平成24年度末時点の状況です。なお、中学校については、今後改築予定
の棟数も含んでいます。

※幼稚園は、耐震補強完了。
（※＝解体工事）

第30回

10月11日（金）
13:30～16:00　分科会（受付12:00～）
18:00～20:00　交流会

10月12日（土）
  9:30～10:00　開会式（受付８:30～）
10:00～10:20　基調報告
10:30～12:00　記念講演
12:00～13:30　昼食・アトラクション
13:30～15:00　記念シンポジウム
15:00～15:30　閉会式
会場：阿南市スポーツ総合センター

）設施共公内市南阿は会科分（  　　　

お問い合わせは 日本女性会議〈男女共同参画〉2013あなん実行委員会事務局

http://www.jwc2013anan.com

Tel.0884-24-3750   Fax.0884-24-3751
阿南市富岡町北通9番地　男女共同参画室分室内

参加費

申込手続き

大会のみ参加 　　　　お一人様　3,500円
大会と交流会参加 　　　　お一人様　8,500円

参加申込書に必要事項をご記入いただき
申込先へ郵送またはFAXください。
●参加申込書は「日本女性会議〈男女共同参画〉2013
あなん」のホームページからもダウンロードできます。

郵送・ＦＡＸ申込締切日

2013 年 8月 20日（火）

いきいき わくわく  小さなまちから新たなるステージ！

参加申込受付中です。皆様のご参加お待ちしています。
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「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」 成功させよう !
　
「
第
12
回
全
国
歴
史
の
道
会
議
徳
島
県
大
会
」

の
概
要
が
ま
と
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
㈯
に
阿
南
市
文
化
会
館
・
夢
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
る
講
演
会
は
、
文
化
庁
記
念
物
課
史
跡

部
門
主
任
の
佐
野
義
行
文
化
財
調
査
官
を
お
招
き

し
て
「
歴
史
の
道
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
徳
島

県
内
で
遍
路
文
化
の
研
究
・
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
６
人
の
先
生
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
遍

路
道
文
化
に
関
係
す
る
講
演
お
よ
び
報
告
が
あ
り

ま
す
。

　

日
程
は
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

の
長
時
間
の
会
で
す
が
、
最
新
の
研
究
や
遍
路
道

に
関
わ
る
地
域
の
活
動
を
聞
け
る
貴
重
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
遍
路
道
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
て
弾
み
と
な
る
よ
う
な
会
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
２
日
目
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の

概
要
は
、
次
回
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
振
興
課
（
☎
22

－

１
７
９
８
）
へ

第
３
回
阿
南
市

人
権
教
育・啓
発
市
民
講
座

日
時　
８
月
20
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室

演
題　
「
知
る
は
愛
の
始
ま
り
～

豊
か
な
想
像
力
で
～
」

講
師　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

講
師
団
講
師　

美
馬
育
子
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
：
８
月
12

日
㈪
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

市
内
事
業
所
の
経
営
者・

管
理
者
の
皆
さ
ま
へ

　

本
市
は
、
差
別
落
書
き
等
の
防

止
の
た
め
に
公
共
施
設
や
量
販
店

の
ト
イ
レ
な
ど
へ
の
定
期
的
な
巡

視
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

人
権
を
踏
み
に
じ
る
悪
質
な
落
書

き
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
イ
レ
や

人
通
り
の
少
な
い
箇
所
の
定
期
的

な
点
検
を
実
施
し
、
特
に
ト
イ
レ

な
ど
は
明
る
く
、
清
潔
感
あ
ふ
れ

る
状
態
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
頃
か
ら
落
書
き
し
に
く
い
状
況

を
つ
く
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
ら

　

も
し
、
人
権
を
侵
害
す
る
よ
う

な
内
容
の
落
書
き
な
ど
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
消
去
せ
ず
に
、
で

き
る
だ
け
早
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　
人
権
教
育
課
（
☎
22

－

３
３
９
２
）
ま
た
は
人
権
・
男
女

参
画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
と

連
携・協
力
し
た
人
権
啓
発
活
動

　

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
の

試
合
当
日
に
、
人
権
啓
発
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
啓
発
物
品
の
配
布

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
25
日
㈰　

午
後
５
時

～
（
午
後
６
時
試
合
開
始
）

※
試
合
中
止
の
場
合
は
イ
ベ
ン
ト

も
中
止
し
ま
す
。

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

あぶない !
こんなに事故が

交通
事故

件 数
死 者
負 傷 者

207件（1,320）
1人（    3）

30人（198）

救急 件 数
搬送人員

247件（1,674）
236人（1,593）

火災
件 数
損 害 額

1件（  14）
23,215千円

（32,191千円）
●阿南署管内平成25年６月分合計
　カッコ内は1月からの累計

　地域住民の防災意識の高揚、地域防災力の向
上および防災関係機関の連携強化による災害対
応能力の向上を図るため、総合防災訓練を実施
します。
　訓練は、南海トラフ地震を想定して、東日本
大震災の教訓を取り入れながら、住民が主役で
参加型の内容で行う予定です。
　多くの方のご参加をお待ちしています。

日時　９月１日㈰　8:40～11:00 （小雨決行）
場所　阿南工業高等専門学校グラウンドほか
内容　自衛隊、消防防災航空隊の救助活動

周辺住民の高専校舎屋上への避難
地元消防分団操法展示等

問い合わせは　防災対策課（☎22−9191）へ

阿南市総合防災訓練を実施します

「全国歴史の道会議」概要
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○野球のまち阿南　第１回全日本学童軟式野球大会
　1日㈭　16:00～　開会式
   2日㈮　  9:00～　１回戦、２回戦
   3日㈯　  9:00～　準々決勝、準決勝
　4日㈰　  9:00～　決勝
○マスターズ甲子園徳島大会
11日㈰、17日㈯、18日㈰、24日㈯、25日㈰
11日は13:00～　その他は9:00～

○阿南市高校新人交流戦
　26日㈪、31日㈯　8:30～
○大阪市立大学　夏季合宿
　５日㈪～11日㈰　8:30～
○四国アイランドリーグplus
　25日㈰　18:00～　徳島 対 香川

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう！JAアグリあなんスタジアム
８月の日程

■展示コーナー　10:00 ～ 20:00
　※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

野球関連グッズ展示　８月18日㈰まで
空から眺めたKITT地区写真展　　
　　　　　　　　　　８月20日㈫～９月１日㈰
■体験コーナー参加者募集中
ゆらり竹とんぼを作ろう
　25日㈰　13:00～15:00　【申込締切日】22日㈭
阿波踊り活竹人形作り
　31日㈯　13:00～15:00　【申込締切日】29日㈭

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

８月の催し光のまちステーションプラザ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

夏
の
河
川
に
お
け
る
水
難
防
止

　

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
河
川
を

利
用
し
て
釣
り
・
水
泳
・
キ
ャ
ン

プ
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

人
々
が
増
加
す
る
一
方
、
水
難
に

よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
事
故
が

毎
年
夏
期
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
河
川
を
利
用
す
る
た
め
に

●
お
出
か
け
前
に

・
事
前
に
目
的
地
の
天
気
予
報
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て

・
河
原
や
中
州
は
増
水
時
、
水
に

つ
か
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
川
幅
の
狭
い
所
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

・
少
し
で
も
高
く
、
水
か
ら
遠
い

所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
斜
面
の
下
な
ど
は
が
け
崩
れ
の

可
能
性
が
あ
る
の
で
避
け
ま
し

ょ
う
。

●
河
川
で
の
注
意
事
項

・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
気
象
情
報
を
聞

き
ま
し
ょ
う
。

・
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら
川
か
ら

出
ま
し
ょ
う
。

・
水
位
が
上
が
っ
て
き
た
ら
す
ぐ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

日時　８月24日㈯　18:00～21:00（受付17:30）
場所　北の脇海水浴場　海の家
対象　20歳以上29歳以下の独身男女
定員　男性20人
　　　女性20人
参加費　男性3,000円
　　　　女性2,000円
内容　バーベキュー、カップリング投票あり
受付期間　８月21日㈬まで  
　　　　　※定員になり次第締切
申込方法　住所・氏名・年齢・性
別・電話番号を記入のうえ、電子
メールでお申し込みください。
E-mail　konkatsu@city.anan.tokushima.jp
問い合わせは　阿南 de愛隊（ふるさと振興課内）

（☎22−7404）へ

恋活 in 北の脇 参加者募集！

　インターネットショッピングは非対面であり、多くが遠
隔地取引であるのがその特徴です。そのため、相手方と連
絡がとれなかったり、商品の未着や返品に関するトラブル
が発生しています。特定商取引法では、このようなトラブ
ルを避けるため、ショップに次の表示を義務付けています
ので、必ず確認してください。
①連絡先　住所、電話番号、責任者の氏名など
②返品特約　商品の返品の可否やその条件
（通信販売にはクーリング・オフ制度がありません。返
品特約の表示がない場合は、商品到着後８日間以内に
消費者送料負担で返品可能です。）

　なお、消費者庁越境消費者センターで、海外事業者と取
引した日本の消費者を対象にトラブルの相談を受けています。
問い合わせは　消費生活センター(☎24−3251) へ

インターネットショッピングは慎重に

ＦＭ徳島パーソナリティーの近藤公美さんが、
阿南市民の横顔を紹介！ラジオを聞いてリス
ナープレゼントをGETしよう！

８月のゲスト（予定）
  1日　古庄商工連盟会長　木田 義裕さん
  8日　阿南市セニヤクラブ連合会会長　坂東 嘉一朗さん
15日　那賀川夏まつり実行委員長代理　岡本 充律さん
22日　馬原医院院長　馬原 文彦さん
29日　かもだ岬温泉保養施設　所長代理　山田 郁夫さん
問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日　16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組

GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

組み合わせ表は、
市ホームページ
をご覧ください。
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　平成26年４月に採用する職員の採用試験を次のとおり行いますので、受験希望者はお申し込みください。

申込期間　８月26日㈪～９月10日㈫
申込方法　人事課備え付けの「試験申込書」に必要事項をご記入のうえ、人事課へお申し込みください。

（申込書は８月１日以降にお渡しします。ただし、土曜日及び日曜日は除きます。）
なお、試験案内及び申込書等は阿南市ホームページ「採用情報募集」からダウンロードできます。
郵便でのお申し込みは、必ず「書留郵便」として、９月10日㈫消印のものまで有効です。
試験区分・受験資格等は下記表のとおりです。

問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ

阿南市職員を募集します

注　意　１　申し込みできる「試験区分」は一つに限ります。
２　上級一般行政事務職員及び上級土木技術職員の教養試験及び専門試験は、大学卒業程度の筆記試験です。
３　保育士及び幼稚園教諭の教養試験及び専門試験は、短期大学卒業程度の筆記試験です。
４　初級一般行政事務職員の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。また、適性検査は、筆記による事務適性検査です。
５　初級土木技術職員の教養試験及び専門試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。
６　保育所給食調理員、学校給食調理員及び運転技師の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。また、適性検査は筆記による

労務適性検査です。
７　上級消防職員の教養試験は、大学卒業程度の筆記試験で、初級消防職員の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。また、

適性検査は、筆記による消防適性検査です。なお、体力検査も実施しますが、欠席された場合は失格扱いとなります。
８	 第二次試験は、第一次試験の合格者を対象に、11月下旬ごろに行う予定です。

試験区分・受験資格等
試　験　区　分 採用予定人員 受　　　験　　　資　　　格

上級一般行政事務職員 11人程度 昭和58年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者。

初級一般行政事務職員 ５人程度
昭和62年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者。ただ
し、学校教育法による４年制大学において、２年を超えて在籍した
者は受験できません。

上 級 土 木 技 術 職 員 ２人程度 昭和58年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者。

初 級 土 木 技 術 職 員 １人程度
昭和62 年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者。ただ
し、学校教育法による４年制大学において、２年を超えて在籍した
者は受験できません。

保 育 士 10人程度 昭和58年４月２日以降に生まれ、保育士資格を有する者及び平成
26年３月31日までに当該資格を取得する見込みの者。

幼 稚 園 教 諭 ２人程度 昭和58年４月２日以降に生まれ、幼稚園教諭免許を有する者及び
平成26年３月31日までに当該免許を取得する見込みの者。

保 育 所 給 食 調 理 員 １人程度 昭和56年４月２日以降に生まれた者。ただし、学校教育法による
４年制大学卒業者は受験できません。

学 校 給 食 調 理 員 ２人程度 昭和56 年４月２日以降に生まれた者。ただし、学校教育法による
４年制大学卒業者は受験できません。

運 転 技 師 1人程度 昭和51年４月２日以降に生まれ、大型自動車免許を有する者。た
だし、学校教育法による４年制大学卒業者は受験できません。

上 級 消 防 職 員 ３人程度 昭和58年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者。採用
後は、市内に居住することを必要とします。

初 級 消 防 職 員 ２人程度
昭和62年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者。ただ
し、学校教育法による４年制大学において、２年を超えて在籍した
者は受験できません。採用後は、市内に居住することを必要とします。

第一次試験日は、 全職種　10月20日㈰　
消防職員を受験される方は、10月26日㈯に体力検査を実施します。
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ニュースオアシス

　本市の若手職員でつくる「婚活応援隊」の取組を学ぼ
うと、６月28日、大分県玖珠郡九重町から「九重しあ
わせ応援し隊」のメンバー７人が阿南市を訪れ、イベン
ト企画や広報活動などについて情報交換を行いました。
　九重町は大分県南西部に位置する人口約１万人の町。
若者の定住と地域おこしを図ろうと、今年５月に「九重
しあわせ応援し隊」を結成し、町ぐるみで婚活支援に取
り組もうとしています。隊長の帆足一悦さん（23歳・
町職員）は、「野球観戦をしながらの婚活イベントなど、
阿南市の特色をうまく生かした企画は参考になります。
将来、一緒にイベントが開催できればいいですね。」と
視察の手ごたえを感じていました。

ハートでつながる婚活支援の輪
大分県九重町からの視察を受け入れ

　今年10月に開催される日本女性会議の参加者を手作
りのかかしでもてなそうと、那賀川町新町地区の皆さん
がかかしづくりに取り組んでいます。テーマは、防災、
料理、祭り、野球のまち阿南の４つ。男性が廃材などを
使って骨組みを作り、女性が家から持ち寄った古着を着
せました。およそ３週間で33体が完成。「かかしづくり
を通して男女共同参画の精神を学んでいます。ようこそ
阿南市への思いが伝わればうれしいです。」と、１つ１
つ丁寧に仕上げていました。
　かかしづくりは、ボランティア梅星団（長生町）、四
つ葉会（中林町）でも行われており、当日は100体のか
かしが体育館周辺の道路沿いに設置される予定です。

１００体のかかしで来場者を出迎え
市民ボランティアの力で大会盛り上げる

　野球をはじめ市民の憩いの場として親しまれている市
民グラウンドの施設老朽化に伴う改修工事を行いました。
　施工したのは、新野グラウンドと羽ノ浦グラウンドの
２カ所。新野グラウンドは、外野の土の入れ替えやフェ
ンスの改修などに加え、観客席を新設。羽ノ浦グラウン
ドは、防球ネットや外野フェンスなどを改修しました。
　いずれの本体工事も７月中旬に完了し、７月末から使
用を再開しています。工事費は約7,750万円。８月２日
から、両グラウンドで「野球のまち阿南　第１回全日本
学童軟式野球大会」が開催される予定で、リニューアル
したグラウンドで球児たちによる白熱したプレーが見ら
れるのが楽しみです。

新野と羽ノ浦の市民グラウンドを改修

　今夏で開設11年目を迎える阿南西部公園で、７月14
日、地元住民による「第８回西部公園七夕夏まつり」が
開催されました。会場には、高さ６ｍの仙台七夕飾りや、
小学校や支援学校、婦人会などによる模擬店が設営され、
開会とともに大勢の親子連れでにぎわいました。
　「ザ・カーヤー」というユニーク名前で出店していた
大野小学校５年生の皆さんは、訪れた人々に “ 涼 ” を届
けようと、手作りのうちわを販売。芝生広場では大野幼
稚園児などによる歌や踊りが披露されました。実行委員
長の遠藤　清さん（72歳）は、「阿南西部公園は県下で
も有数の公園。地元の誇りでもあり、地域住民が力を合
わせてにぎわいを創出していきたい。」と話していました。

夏風にそよぐ仙台七夕飾りの下で
園児たちが元気な遊戯を披露
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　阿南市イメージアップキャラクターのデザインを決め
る選考委員会が７月11日に開催され、キャラクター人
気投票で１番人気の作品が最優秀キャラクターに選ばれ
ました。最優秀キャラクターの作者は、神戸市在住の本
山清数さん（61歳・自営業）。受賞の連絡を受けた本山
さんは、「元気な阿南市を発信することに寄与できて大
変光栄です。」と喜びを語っていました。最優秀、優秀
作品の作者には、賞状や賞金等が贈られます。
　市では、さっそく着ぐるみの製作に取り掛かかり、８
月～９月にネーミング募集・決定を行った後、10月12
日㈯の「日本女性会議〈男女共同参画〉2013あなん」
の全体会で着ぐるみをお披露目することにしています。

阿南市イメージアップキャラクターの
デザインが決まる

　学校版ISO活動に取り組む新野高等学校の皆さんに、丹
精込めて育てたマリーゴールド約150株（プランター30
個分）を、市役所や消防本部などに寄贈していただきました。
　６月26日、生徒会や総合実習で花づくりに取り組ん
だ２、３学年の生徒19人が市役所を訪れ、玄関前で寄
贈式が行われました。生徒会会長の大野一朗さん（３年）
は、「市民の皆さんに少しでも喜んでもらえたらうれし
いです。」とあいさつ。篠原総務部長は、「皆さんの気持
ちが市民に届けられるよう、しっかりと管理させていた
だきます。」とお礼を述べました。当日は小雨が降るあ
いにくの天気でしたが、生徒の表情は皆晴れやか。１つ
１つ丁寧にプランターを並べていました。
　新野高等学校の皆さん、ありがとうございました。

新野高等学校から
マリーゴールド150株が寄贈される

　８月１日に開幕する「野球のまち阿南　第１回全日本
学童軟式野球大会」の組み合わせ抽選会が６月22日に
ひまわり会館で行われ、近畿・中国・四国・九州ブロッ
クおよび本市から出場する24チームの組み合わせが決
まりました。本市からは予選を勝ち抜いた５チームが出
場します。
　本大会は市制施行55周年記念事業として開催します。
　阿南で生まれたこども甲子園。初の栄冠を手にするのは
どのチームか。大会は８月４日まで、ＪＡアグリあなんスタ
ジアムなど４球場で開催されます。始球式には元メジャー
リーガーのマック鈴木さんが登場。徳島県に住みます芸人・
キャンパスボーイがグラウンドリポーターとして大会を盛り
上げます。頑張れ球児たち！頑張れ、阿南市代表チーム！

こども甲子園に２４チームがエントリー
初の栄冠を手にするのはどのチーム！

　待ちに待った海水浴シーズンの到来です。
　世界文化遺産に登録された富士山などで山開きが行わ
れた７月１日、阿南市では、日本の渚百選に選ばれてい
る北の脇海岸や淡島海岸で海開きが行われました。
　神事で開設期間中の海の安全を祈願した後、関係者に
よるテープカットが行われ、見能林幼稚園児約80人が
初泳ぎを楽しみました。波が打ち寄せるたびに歓声を上
げる子どもたち。「冷たかったけれど面白かった」と、
待ちに待った海水浴に笑顔がはじけていました。
　海水浴場の開設は８月20日㈫まで。８月４日㈰には
イベントが予定されています。熱中症や紫外線対策を万
全に、安全で楽しい海のレジャーをお楽しみください。

渚に響く歓喜の声
北の脇・淡島海岸で待望の海開き

15　広報あ な ん 2013.08



地
域
農
業
の
課
題
を

見
つ
め
直
す

　
「
後
継
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
」

「
若
年
の
農
業
者
が
減
少
し
、
高
齢
化
が

い
っ
そ
う
進
む
」「
農
地
が
利
用
さ
れ
ず

に
遊
休
農
地
が
増
加
す
る
」
阿
南
市
の
９

割
を
超
え
る
農
家
の
方
が
、
10
年
後
の
地

域
農
業
の
姿
を
そ
う
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　

昨
秋
、
市
内
の
農
地
を
所
有
す
る
世
帯

主
約
８
５
０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
た

「
地
域
農
業
の
将
来
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
農
業
従
事
者
の
８

割
近
く
が
60
歳
以
上
で
、
農
家
の
半
数
が

後
継
者
は
「
い
な
い
」「
わ
か
ら
な
い
」

と
答
え
る
な
ど
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

と
い
っ
た
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
５
～
10
年
後
に
は
、

こ
う
し
た
地
域
で
の
生
産
力
が
急
激
に
落

ち
込
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
遊
休
農
地
の

増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
人
」
と
「
農
地
」
の
問
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
ご
と

に
課
題
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
直
し
、
地

域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
し

合
い
な
が
ら
、
解
決
へ
の
道
筋
を
つ
け
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
市

で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
作
成
を
推
進
し
、
農
地
集
積
の

促
進
と
地
域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
た
取

組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

「人」と「農地」の問題は、
これからの日本の「農」のかたちを考えるうえで避けて通れない問題です。
多くの地域で農業の将来を心配する声が出ているなか、
この問題を解決しようと今、地域が動き始めています。

地域で考える「農」の将来設計図

～人・農地プラン～

特 集

いる

50.4％いない

わからない

その他　0.9％

32.4％

16.3％

【地域農業の将来に関するアンケート調査より（市全体・回答率 31.52％）】

後継者はいますか？あと何年続けられる？

地域農業の10年後は？
農業経営者の年齢構成
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5年くらい
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わからない

若年農業者が
減少し高齢化
がいっそう進む

後継者不足が
深刻になっている

農地が利用
されず遊休
農地が増加
する
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人
・
農
地
プ
ラ
ン
っ
て
何
？

　

地
域
農
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に

は
、
ま
ず
何
よ
り
も
農
業
経
営
の
基
盤
で

あ
る
「
人
」
と
「
農
地
」
が
と
も
に
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

「
人
」
と
「
農
地
」
の
問
題
を
解
決
し
な

が
ら
地
域
農
業
の
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

具
体
化
し
て
い
く
の
が
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
で
す
。
５
年
後
、
10
年
後
ま
で
に
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
農
地
を
使
っ
て
農
業
を

進
め
る
の
か
、
地
域
で
の
話
し
合
い
に
基

づ
い
て
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
ま
す
。

　

ま
と
め
る
書
類
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

「
農
地
の
集
積
計
画
表
（
工
程
表
）」「
農

地
利
用
図
」
の
３
つ
。
地
域
の
中
心
と
な

る
経
営
体
（
個
人
・
法
人
・
集
落
営
農
）
や
、

そ
こ
へ
の
農
地
を
提
供

す
る
人
た
ち
の
土
地
利

用
の
現
状
、
５
年
後
ま
で

の
農
地
集
積
状
況
を
ま
と
め

ま
す
。

　

農
家
の
意
向
調
査
や
地
域
で

の
話
し
合
い
に
基
づ
き
市
が
原

案
を
作
成
し
、
農
業
関
係
機
関
や

農
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
検
討
会

を
経
て
、
正
式
に
決
定
し
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

メ
リ
ッ
ト

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け

ら
れ
る
と
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。（
※
そ
れ
ぞ
れ

要
件
が
あ
り
ま
す
。）

●
青
年
就
農
給
付
金 （
年
間
１
５
０
万
円
）

【
経
営
開
始
型
】　

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
45

歳
未
満
の
新
規
就
農
者
は
、
経
営
が
不
安
定

な
就
農
直
後
（
最
長
５
年
間
）
の
所
得
を
確

保
す
る
た
め
の
給
付
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
準
備
型
（
研
修
期
間
中
）】

　

45
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
は
、
就
農
前
の

研
修
期
間
（
最
長
２
年
間
）
の
所
得
を
確
保

す
る
た
め
の
給
付
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
※

県
が
窓
口
で
す
。）

●
農
地
集
積
協
力
金  （「
出
し
手
」
が
対
象
）

【
経
営
転
換
協
力
金
】

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ

た
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
に
農
地
を
提

供
す
る
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
０
・
５
㌶
以
下	

…
…
…
…
…
30
万
円
／
戸

▼
０
・５
㌶
超
～
２
・０
㌶
以
下	

…
50
万
円
／
戸

▼
２
・
０
㌶
超	

…
…
…
…
…
…
70
万
円
／
戸

【
分
散
錯さ
く
圃ほ

解
消
協
力
金
】

　

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
の
分
散
し
た

農
地
の
面
的
集
積
（
連
坦
化
）
に
協
力
す
る

隣
接
農
地
の
所
有
者
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
５
千
円
／
10
ア
ー
ル

●
規
模
拡
大
交
付
金  （「
受
け
手
」
が
対
象
）

　

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
に
よ
り
面
的

集
積
を
し
て
規
模
拡
大
を
す
る
農
業
者
に
交

付
さ
れ
ま
す
。
▼
２
万
円
／
10
ア
ー
ル

●
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
当
初
５
年
間

無
利
子
化

　

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
と
し
て「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
認
定
農

業
者
が
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
を
借
り
入
れ
る

場
合
、
金
利
負
担
の
軽
減
措
置
と
し
て
、

貸
付
当
初
５
年
間
の
金
利
負
担
が
実
質
無

利
子
化
さ
れ
ま
す
。

●
経
営
体
育
成
支
援
事
業

　

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
等
が
融
資

を
受
け
、
農
業
機
械
等
を
導
入
す
る
際
、

融
資
残
に
つ
い
て
補
助
金（
補
助
率
３
／
10

・
上
限
３
０
０
万
円
）
を
交
付
す
る
こ
と

で
主
体
的
な
経
営
展
開
を
支
援
し
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
る

　

こ
う
し
た
支
援
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
農
業
の
将
来
を
見
通
し
た
話
し
合
い

を
も
と
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
内
容
を
記

載
し
ま
す
。

●
中
心
経
営
体
の
経
営
概
要
と
向
こ
う
５

年
間
の
営
農
計
画
の
概
要
、
活
用
が
見

込
ま
れ
る
施
策

●
農
地
の
提
供
な
ど
に
よ
り
、
中
心
経
営

体
と
連
携
す
る
農
業
者
の
経
営
の
状
況

と
向
こ
う
５
年
間
の
営
農
計
画
の
概
要
、

活
用
が
見
込
ま
れ
る
施
策

●
前
述
以
外
の
農
業
者
の
経
営
の
状
況
と

今
後
の
見
込
み

●
今
後
の
地
域
農
業
の
あ
り
方

●
中
心
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
の
計
画

（
行
程
表
）
と
、
当
面
集
積
の
予
定
が

な
い
農
地
の
情
報

●
農
地
利
用
図

特集　　地域で考える「農」の将来設計図  ～ 人・農地プラン ～

プランを作成した後でも見直しができます。
●新規就農者が出てきたとき
●集落営農・法人を立ち上げ中心となる経営体となるとき
●引退を決意して農地集積協力金を受けようとするとき
※ただし、その都度地域での話し合いを行い、検討会に諮る

必要があります。

人・農地プランは誰が作成し、
どのような順番で、誰が決めるの？

市

地域

市

・アンケート等の実施
・地域への説明

・意思表示

・地域内での話し合い

・原案作成・検討会へ提出
・検討会開催
・市がプランを決定
・関係者へ周知（告示）

関係機関
（国、県、ＪＡ等）

支援
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話
し
合
い
を
持
続
し
て

世
代
交
代
を
ス
ム
ー
ズ
に

　

本
年
３
月
、
市
内
14
地
区
の
ど
こ
よ
り

も
早
く
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
横

見
地
区
で
は
、
実
行
組
長
、
総
代
、
認
定

農
業
者
な
ど
約
30
人
が
中
心
と
な
っ
て
プ

ラ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
地
域
の
中

心
と
な
る
経
営
体
を
位
置
付
け
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。
も
う
少
し
時
間
を
か
け

て
じ
っ
く
り
考
え
て
も
い
い
の
で
は
、
と

い
う
慎
重
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま

ず
は
プ
ラ
ン
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
最
優

先
し
ま
し
た
。
い
さ
さ
か
強
引
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
説
明
を
繰
り
返
す
こ
と
で
最

後
は
み
ん
な
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
」。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
地
域
農
業
の
将
来

を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
好

評
す
る
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。「
農
地
の
『
出
し
手
』
と

な
り
得
る
農
業
者
の
中
に
は
、『
農
地
を

一
度
貸
し
た
ら
返
っ
て
こ
な
い
の
で
は
な

い
か
』
と
、
農
地
制
度
の
誤
解
か
ら
農
地

を
他
人
に
貸
す
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
て
い

る
人
や
、
支
援
制
度
の
利
用
を
面
倒
く
さ

が
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
不
安
や
誤
解
を
取
り
除
き
、
安
心
し
て

プ
ラ
ン
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は

丁
寧
に
説
明
し
て
理
解
を
得
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
参
加
は
あ
く
ま
で
も
自
由
で
強

制
は
で
き
ま
せ
ん
。
困
っ
た
と
き
に
何
か

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
、
と
い
う
感
じ
で

推
進
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」。

多
様
な
担
い
手
づ
く
り
と

販
売
戦
略
も
考
え
て

　
「
山
あ
い
の
加
茂
谷
地
域
で
は
、
農
家

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
は
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
秋
、
地
元
の

有
志
が『
加
茂
谷
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
会
』

を
立
ち
上
げ
、
地
域
農
業
の
将
来
を
考
え

よ
う
と
議
論
を
始
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
な

か
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
話
が
あ
り
、『
人
』

と
『
農
地
』
の
問
題
に
対
す
る
関
心
が
に

わ
か
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地

域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
住
民
同
士
で
話

し
合
う
機
会
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
れ

を
好
機
と
捉
え
、
プ
ラ
ン
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
」

　

話
は
地
域
農
業
の
将
来
の
こ
と
に
。

『
人
』
と
『
農
地
』
の
問
題
は
、
高
齢
農

業
者
が
引
退
す
る
５
年
後
、
10
年
後
に
顕

著
に
現
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま

で
に
担
い
手
の
確
保
と
農
地
流
動
化
、
さ

ら
に
面
的
集
積
を
い
か
に
同
時
並
行
的
に

進
め
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。
今

は
『
受
け
手
』
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の

で
す
が
、
世
代
交
代
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

な
け
れ
ば
『
集
落
営
農
』
と
い
う
手
段
も

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
事
な
こ

と
は
、
話
し
合
い
を
地
道
に
継
続
し
、
プ

ラ
ン
を
発
展
的
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
ま
た
、
地
域
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー

の
存
在
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
若
い

世
代
の
方
に
も
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
で
す
ね
。」
と
期
待
を
込
め
て

い
ま
し
た
。

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

地
域
農
業
再
生
へ
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て

先
駆
的
に
プ
ラ
ン
を
立
ち
上
げ
た
横
見
地
区
、
農
業
振
興
を
考
え
る
専
門
部
会
で
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る

加
茂
谷
地
区
、
会
社
員
か
ら
き
ゅ
う
り
農
家
に
転
身
し
た
那
賀
川
町
の
青
年
就
農
者
を
取
材
し
ま
し
た
。

横見地区で人・農地プランを推進して
いる農家の皆さん
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松
﨑
克
弘
さ
ん
（
57
歳
・
楠
根
町
）
は
、

地
域
農
業
の
将
来
を
考
え
る
と
き
の
ポ
イ

ン
ト
を
二
つ
あ
げ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
多

様
な
担
い
手
づ
く
り
で
す
。「
過
疎
化
が

進
む
加
茂
谷
地
域
で
は
、
新
規
就
農
者
や

地
域
外
か
ら
の
農
業
者
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
状
維
持
が
精
い
っ
ぱ
い
と
い
う
農

家
が
多
い
な
か
で
、
地
域
に
い
る
農
業
者

だ
け
で
農
地
を
守
り
続
け
る
の
は
限
界
が

あ
る
か
ら
で
す
。
新
規
就
農
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
は
地
域
に
と
っ
て
刺
激
に
も
な

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
田
舎
の
集
落

は
と
か
く
保
守
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
農

地
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
多
様
な
担
い

手
づ
く
り
を
考
え
る
柔
軟
性
が
必
要
で
す

ね
」。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
ど

う
捉
え
て
経
営
を
成
り
立
た
せ
る
か
と
い

う
点
で
す
。「
農
地
の
規
模
拡
大
を
図
れ

ば
、
そ
の
分
収
益
が
上
が
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が

販
売
戦
略
で
す
。
作
物
を
い
か
に
有
利
に

販
売
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な
付
加
価
値
を

付
け
て
売
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
加
茂
谷
の
自
然
の
豊
か
さ
を
う

ま
く
利
用
し
て
商
品
の
差
別
化
を
図
り
、

販
路
拡
大
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
、
を
地

域
で
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」。

　

加
え
て
、「
個
々
の
考
え
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
も
、
地
域
で
話
し

合
え
ば
解
決
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
幸

い
、
加
茂
谷
は
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
人
・
農
地

プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
く
な
か
で
新
た
な

問
題
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

よ
そ
に
は
な
い
地
域
力
を
発
揮
し
て
、
地

域
農
業
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い

で
す
。」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

国
産
野
菜
へ
の
こ
だ
わ
り
が

か
き
立
て
た
就
農
意
欲

　

会
社
勤
め
か
ら
一
転
、
３
年
ほ
ど
前
に

き
ゅ
う
り
栽
培
を
始
め
た
菱
本
裕
也
さ
ん

（
27
歳
・
那
賀
川
町
）。
就
農
の
き
っ
か
け

は
国
産
野
菜
へ
の
こ
だ
わ
り
で
し
た
。「
以

前
、
業
務
用
食
品
の
卸
売
会
社
に
勤
め
て

い
た
の
で
す
が
、
取
り
扱
う
野
菜
の
ほ
と

ん
ど
が
輸
入
品
だ
っ
た
の
に
驚
き
ま
し
た
。

安
け
れ
ば
い
い
。
価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ

た
日
本
の
『
食
』
事
情
を
知
り
、
安
全
で

品
質
の
高
い
国
産
野
菜
を
少
し
で
も
多
く

流
通
さ
せ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
会
社
に
勤
め
な
が
ら
１
年
間
、
知
り

合
い
の
き
ゅ
う
り
農
家
の
も
と
で
栽
培
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。
親
族
か
ら
は

苦
労
す
る
か
ら
と
反
対
さ
れ
ま
し
た
が
、

も
と
も
と
興
味
が
あ
っ
た
の
で
自
分
の
気

持
ち
を
貫
き
ま
し
た
。
後
は
ぶ
っ
つ
け
本

番
で
し
た
ね
（
笑
）」。

　

初
め
て
の
農
業
が
き
ゅ
う
り
栽
培
。
初

期
投
資
が
必
要
な
園
芸
作
物
と
あ
っ
て
、

若
者
に
は
少
し
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の

で
は
。「
ぶ
っ
ち
ゃ
け
、
家
よ
り
高
い
と

思
い
ま
す
よ
（
笑
）。
私
の
場
合
、
認
定

農
業
者
に
な
っ
た
こ
と
で
、
県
の
支
援
制

度
や
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
青
年
就
農
給
付

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

準
備
金
の
少
な
い
若
者

の
背
中
を
押
し
て
く
れ

る
い
い
制
度
だ
と
思
い

ま
す
。
人
・
農
地
プ
ラ

ン
は
、
個
々
で
は
難
し

か
っ
た
農
地
の
貸
借
に

つ
い
て
地
域
で
情
報
共

有
で
き
る
た
め
、
動
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
将

来
は
規
模
を
拡
大
し
て

人
を
雇
え
る
よ
う
に
な

り
た
い
。
農
業
の
お
も

し
ろ
さ
を
体
感
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

新
規
就
農
者
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
」。

　

思
い
を
形
に
し
た
菱
本
さ
ん
。「
輸
入

に
頼
ら
な
い
食
生
活
を
取
り
戻
し
た
い
と

い
う
思
い
が
、
流
通
業
者
や
消
費
者
に
届

く
と
信
じ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」
と

意
欲
満
々
で
す
。

きゅうりの収穫に追われる菱本さん

胡蝶蘭の農園を営む松﨑さん

特集　　地域で考える「農」の将来設計図  ～ 人・農地プラン ～
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人
の
確
保
と
意
識
改
革
、

大
い
に
夢
を
語
っ
て

　

農
家
の
代
表
で
あ
る
農
業
委
員
会
も

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。
会
長
の
萩
野
敏
則
さ
ん（
66
歳
・

横
見
町
）
は
、
各
地
区
の
説
明
会
で
そ
の

重
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
と
農
業
人
口

が
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、

地
域
農
業
の
将
来
を
考
え
る
う
え
で
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
が
『
人
』
の
確
保
で
す
。

今
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
い
ず
れ

担
っ
て
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
定
年
帰
農

と
い
う
か
た
ち
で
農
業
へ
の
関
与
が
あ
る

程
度
維
持
さ
れ
て
い
く
と
し
て
も
、
早
い

段
階
か
ら
後
継
者
や
新
規
就
農
者
を
確
保

し
て
、
近
い
将
来
、
必
ず
世
代
交
代
が
で

き
る
態
勢
を
つ
く
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
切
れ
目
の
な
い
後
継
者

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
若
い
世
代
に
と

っ
て
農
業
が
魅
力
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
就
農
へ
の
窓
口
を
常
に
開
い
た
状

態
に
し
て
お
く
こ
と
や
、
自
分
で
考
え
て

経
営
努
力
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
実
が
つ

い
て
く
る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
う
機
会

を
設
け
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
農
業
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
捉
え
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
排
除
せ
ず
、
地
域
で

夢
を
語
り
合
う
こ
と
が
明
日
の
農
業
へ
の

一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
今
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
通
し
て
、
地
域
農
業

の
将
来
設
計
図
を
描
く
と
い
う
こ
と
に
初

め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

話
し
合
い
で
つ
く
り
上
げ
た
プ
ラ
ン
を
円

滑
に
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、『
個
別
』

か
ら
『
地
域
』
へ
と
農
業
の
あ
り
方
に
対

す
る
農
業
者
の
意
識
も
変
え
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
意
識
が
変
わ
れ
ば
地

域
が
変
わ
る
。
地
域
が
変
わ
れ
ば
、
農
業

の
未
来
を
よ
り
良
い
方
向
へ
と
変
え
て
い

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

生
き
た
プ
ラ
ン
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
く
た
め
に

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
平
成
26
年
３
月
ま

で
に
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
市
内
14
地
区
で
の
プ
ラ

ン
策
定
を
め
ざ
し
、
今
年
２
月
か
ら
各
地

区
で
説
明
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
農

林
水
産
課
主
査
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
担
当

の
田
上
久
美
さ
ん
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
策
定
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
こ

う
語
り
ま
す
。

　
「
７
月
15
日
現
在
、
２
地
区
で
プ
ラ
ン

が
策
定
さ
れ
、
残
り
の
地
区
も
８
月
中
に

は
原
案
が
作
成
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
農
業
関
係
機
関
の
協
力
と
地
元

住
民
の
熱
心
な
話
し
合
い
に
よ
り
、
作
業

は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
説
明
会
で
は
、

『
プ
ラ
ン
を
作
る
と
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
』
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
ま

し
た
。
初
め
の
う
ち
は
『
協
力
金
や
支
援

制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す
』
と
金
銭
的
な
メ

リ
ッ
ト
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ

の
間
に
か
『
こ
う
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
地
域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
一
番

の
メ
リ
ッ
ト
で
す
』
と
答
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
『
人
』

と
『
人
』
を
つ
な
ぎ
、『
人
』
と
『
農
地
』

を
結
び
付
け
る
と
い
う
点
で
も
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
か

っ
た
か
ら
で
す
。
今
ま
で
、『
農
地
を
貸

し
て
く
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
』『
田
ん

ぼ
を
耕
作
し
て
く
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
』
と
い
う
相
談
に
十
分
な
対
応
が
で
き

ず
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
困
っ
た

と
き
の
受
け
皿
に
な
っ
て
く
れ
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
熱
意
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
プ
ラ
ン
が
、
10
年
後
も

20
年
後
も
生
き
た
も
の
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
く
た
め
に
は
、
継
続
的
な
話
し
合
い

と
ス
ム
ー
ズ
な
世
代
交
代
が
重
要
で
す
。

将
来
に
向
け
て
よ
り
良
い
地
域
に
し
て
い

く
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
を
地
域
全
体

で
考
え
る
。『
人
』
と
『
農
地
』
の
問
題

は
一
朝
一
夕
に
解
決
す
る
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
粘

り
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
市
と
し
て
も
、
皆
さ
ん
の
前
向
き
な

取
組
を
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
す
べ
て
の
農
業
者

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
説
明
会
で
出
さ
れ
た
主
な
質
問
を
掲

載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
各
種
支
援
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
件
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
農

林
水
産
課
ま
た
は
、
地
区
の
農
業
委
員
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

「前向きに検討してほしい」と力説する萩野さん

パンフレットを手に取り質問に答える田上主査
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特集　　地域で考える「農」の将来設計図  ～ 人・農地プラン ～

Q．ほかの地区や市外に農地を持っている場合は、ど
のようにすればよいのでしょうか？
A．農地がある地域のプランに位置付けられる必要が
あります。

Q．とりあえず「出し手」としてプランに位置付けら
れましたが、あと５年くらいは自分で耕作できるの
ですが、農地を貸し出さなくてはなりませんか？
A．経営が立ち行かなくなったときで構いません。

　自分で農業経営ができるのであれば、すぐに農地
を貸し出す必要はありません。経営が立ち行かなく
なったときに、提供（貸借）していただくことにな
ります。

Q．「出し手」と「受け手」の変更は可能ですか？
A．可能です。

　耕作できなくなったとき、これから農業を頑張っ
ていこうとするときなど、状況の変化に応じて「受
け手」から「出し手」、「出し手」から「受け手」に
いつでも変更できます。

Q．農地を貸し出す場合、白紙委任するとありますが、
「出し手」の意向は考慮されないのでしょうか？
A．あらかじめ ｢受け手｣ を誰にするかの希望を農地
利用集積円滑化団体等に伝えても構いません。
　白紙委任とは、貸付け先の相手を指定しない委任
契約のことをいいます。委任期間は10年以上です。
10年を経過せずに農地が返還された場合は、協力
金を全額返還していただくことになります。なお、
契約期間中に契約者が亡くなった場合は、相続した
方にその意思を確認します。

Q．現在、利用権設定をしている農地は、協力金の交付
対象になりますか？
A．なりません。

　ただし、利用権設定が解除になった場合は、農地所
有者がその農地を１年以上経営し販売することで対象
となります。

Q．農地集積協力金の支給
額は、面積によって変わ
りますか？
A．例えば、0.5ha超～2.0
　ha以下が50万円で、そ
の範囲内なら支給額は同
じです。
　なお、協力金の交付は
１回限りです。

Q．田んぼと畑を所有し
ています。｢出し手｣
となって協力金を交付
してもらうには、すべ
ての農地を貸し出さな
ければならないのでし
ょうか？
A．「出し手」の経営内
容（作目）により要件
が異なります。また、
自留地を残すことがで
きる場合もあります。

Q．市街化農地はどのよ
うな取扱いになります
か？
A．プランに含めること
はできますが、交付金
の対象になりません。
　例えば、市街化農地
を 50ａ、それ以外の
農地を 80ａ所有して
いたとして、50ａは
農地集積協力金や規模
拡交付金の対象になり
ませんが、80ａにつ
いては 50ａの農地で
耕作した物を販売しな
いことを要件に交付の
対象となります。

Q．白紙委任契約期間中に「受け
手」側の都合で耕作できなくな
った場合の協力金の取扱いは？
A．受け手側が病気やけがなど、
やむを得ない理由と判断された
場合は返還しなくても構いませ
ん。
　なお、農地を返還されても耕
作ができない場合は、新しい「受
け手」を見つけていただくこと
になります。

Q．白紙委任契約した場合、農地にかかる
固定資産税や水利費は誰が負担するので
すか？
A．固定資産税は　「出し手（農地の所有
者）」で、水利費の負担は、双方の協議
によって決めていただくことになります。

Q．プランに個人の名前は掲載されるので
しょうか？
A．掲載されます。

　名前が掲載されたものを国や県に提出
することになっています。各種支援を受
けるときに必要に応じて情報提供するこ
ともあります。そのことに同意していた
だける方は「個人情報の取扱い」の書類
を提出していただいており、その書類を
提出していただいた方をプランに掲載

（登録）することになります。

Q．人・農地プランに参加したい
と考えていますが、誰に相談す
ればよいのでしょうか？
A．農林水産課（☎22－1598）
または、地区の農業委員にご連
絡ください。

Q．農地を貸し出したいの
ですが、耕作条件が悪く
地域で話し合っても「受
け手」が見つかりません。
どうすればよいのでしょ
うか？
A．「農地利用集積円滑化
団体」が相談を受け付け
ます。
　ただし、必ず見つかる
とは限らないことをご承
知おきください。

そこが知りたい
人・農地プラン

Q&A

21　広報あ な ん 2013.08



あなんカルチャー

応募資格　　
①大学および短期大学の
音楽科を卒業された方
②演奏活動を継続してい
る団体（20歳以上）
演奏種目　器楽、室内楽、声楽
演奏形態　独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
演奏方法　原則として音響楽器を使用しない自然音
演奏時間　15分程度
参 加 費　１人1,000円

☆アウトリーチ事業の講師、出演希望者募集☆
日程　11月～平成26年２月
内容　出前授業（40分程度）
　　　出前公演（30分程度）
応募資格　上記の夢ホールコンサート出演者

申込方法　出演申込書（文化
会館備え付け）を
持参または郵送し
てください。

申込締切日  ９月２日㈪必着
申込み・問い合わせは　
〒774-0030
富岡町西池田135番地1
文化会館夢ホール

（☎21－0808）へ

■ 第11回夢ホールコンサート出演者募集！
　 （12月21日、22日開催予定）

セ
ン
タ
ー

科
学

夏
休
み
星
空
教
室
（
有
料
・
要
申
込
）

 

星
座
早
見
盤
を
作
り
、
夏
の
大
三
角
を
観

察
し
ま
す
。
小
学
４
年
で
学
習
す
る
内
容
に

あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
16
日
㈮　

　
　
　

午
後
７
時
～
９
時
30
分

対
象　
小
学
３
年
～
６
年
生

定
員　
親
子
20
組
（
40
人
）

参
加
料　
２
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
法　
事
前
に
電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
観
望
会（
有
料
）

　

毎
年
、
安
定
し
て
数
十
個
の
流
れ
星
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を

観
察
し
ま
す
。

日
時　
８
月
12
日
㈪　

午
後
７
時
～
10
時

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
夜
間
の
み
開
館
し
ま
す
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

　公募による出演者が、グランドピアノ「ニュー
ヨークスタインウェイ」で演奏します。
日時　８月24日㈯、25日㈰　11:00開演
※出演者数により開演時間を変更する場合あり。
場所　　夢ホール（文化会館）　
入場料　無料 
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ みんなでピアノ物語

　東日本大震災が起こる前の宮城県石巻市がメイ
ンロケ地の未来に残したい！子どもに伝えたい！
お菓子が紡ぐ希望の物語です。
日時　８月３日㈯　①11:00　②14:00
　　　　　４日㈰　①11:00　②14:00　
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　600円  ペア券1,000円（全席自由席）
チケット発売場所　文化会館、市民会館、情報文
化センター、平惣書店（阿南センター店、羽ノ浦
国道店、小松島バイパス店）、フジグラン阿南、
アピカ、ミリカホール
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 映画「エクレール ･お菓子放浪記」

名称　「お松大権現のイヌマキ」
指定理由　樹高は約22ｍ。幹周り
は2.7ｍを測ります。枝は東西南北
約20ｍに 広 が り 、 葉 の 状 態 ・ 樹
皮・樹勢は良好で、樹齢は約300年
です。御神木として大切に管理さ
れ、県下でも数少ない巨樹で大変貴重です。

名称　「新野町海老川のヤブツバキ」
指定理由　樹高は約８ｍ。幹周り
は２ｍで、樹齢は約200年です。徳
島県では一番大きなヤブツバキで
あり、また数少ない巨樹で大変貴
重です。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 新指定の阿南市文化財（指定日：平成25年5月22日）
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【
企
画
展
】

南
半
球
の
星
空
と
極
北
の
オ
ー
ロ
ラ
展
（
無
料
）

　

科
学
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
海
外
で
撮
影
し

た
美
し
い
南
半
球
の
星
空
と
オ
ー
ロ
ラ
の
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間　
９
月
１
日
㈰
ま
で
の
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時

場
所　
体
験
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

天
文
講
演
会
（
無
料
）

　

南
半
球
の
星
空
と
オ
ー
ロ
ラ
に
関
す
る
講

演
会
で
す
。
企
画
展
と
と
も
に
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

●
南
半
球
の
星
空
撮
影
旅
行
記

日
時　
８
月
４
日
㈰　

午
前
11
時
～
正
午

●
ア
ラ
ス
カ
の
オ
ー
ロ
ラ
旅
行
記　

日
時　
８
月
11
日
㈰　

午
前
11
時
～
正
午

場
所　
天
文
館
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ホ
ー
ル

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
、
南
半
球
の
星

空
ま
た
は
オ
ー
ロ
ラ
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
差

し
上
げ
ま
す
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験

（
無
料
・
申
込
不
要
）

　

夏
休
み
期
間
中
の
平
日
午
後
２
時
20
分
〜
、

土
・
日
曜
日
と
お
盆
の
期
間
中
は
午
前
11
時

〜
、
午
後
２
時
20
分
〜
実
施
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

８
月
の
休
館
日　

５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、
26
日
㈪

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
89

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

海
正
八
幡
神
社
社し

ゃ
叢そ

う

自
然
環
境
と
社
叢

　

農
村
部
の
自
然
環
境
、
と
り
わ
け
樹
林

の
保
存
は
社
叢
（
神
社
の
森
）
に
負
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
つ
ま
り
、
社
叢
以

外
の
樹
林
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

神
社
は
地
域
住
民
の
信
仰
の
対
象
で
あ

る
。
先
祖
代
々
か
ら
神
を
祭
り
社
殿
、
境

内
樹
木
の
保
護
に
尽
力
し
て
き
た
。
現
在

も
氏
子
た
ち
に
よ
っ
て
神
社
は
維
持
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
れ
と
、
タ
タ
リ
の
観
念
が
神
社
崇
敬

と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

神
木
を
切
っ
た
り
境
内
を
汚
す
と
タ
タ
ル
。

そ
の
た
め
社
叢
に
手
を
付
け
な
い
。
結
果

と
し
て
社
叢
の
み
が
残
さ
れ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

「
亀
の
森
」
の
社
叢

　

通
称
「
亀
の
森
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
海

正
八
幡
神
社
（
橘
町
大
浦
）
の
社
叢
は
優

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
阿
南
市
教

育
委
員
会
は
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十

五
日
、
阿
南
市
天
然
記
念
物
に
指
定
し
た
。

　

こ
の
社
叢
は
亜
熱
帯
樹
林
・
温
帯
照
葉

樹
林
と
し
て
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
代

表
的
な
樹
と
し
て
は
ク
ス
ノ
キ
・
ホ
ル
ト

ノ
キ
・
ス
ダ
ジ
イ
・
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
ハ

マ
セ
ン
ダ
ン
な
ど
が
あ
る
。
特
に
神
社
本

殿
の
南
の
区
域
は
常
緑
の
巨
樹
が
豊
か
に

繁
り
一
〇
〇
年
以
上
人
手
の
入
ら
な
い
自

然
林
で
、
国
道
か
ら
眺
め
る
樹
冠
は
実
に

す
ば
ら
し
い
。

　

特
に
本
殿
前
広
場
下
に
あ
る
ハ
マ
セ
ン

ダ
ン
の
幹
周
り
（
地
上
一
三
〇
セ
ン
チ
）

は
三
一
四
セ
ン
チ
も
あ
る
。

　

現
在
ま
で
美
波
町
由
岐
の
神
社
裏
山
に

あ
る
ハ
マ
セ
ン
ダ
ン
が
徳
島
県
の
北
限
と

さ
れ
て
い
た
が
海
正
八
幡
神
社
の
ハ
マ
セ

ン
ダ
ン
が
県
内
の
北
限
と
な
っ
た
。

　

こ
の
社
叢
は
昭
和
六
十
三
年
度
環
境
庁

巨
樹
・
巨
木
林
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
よ
り

六
本
が
測
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
幹
周
り
三

〇
〇
セ
ン
チ
以
上
、
推
定
樹
齢
二
〇
〇
年

以
上
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

参
考
の
た
め
六
本
の
幹
周
り
を
紹
介
し

よ
う
。

　

ハ
マ
セ
ン
ダ
ン　

三
一
四
セ
ン
チ

　

ス
ダ
ジ
イ　
　
　

三
八
三　

〃

　

ホ
ル
ト
ノ
キ　
　

三
三
七　

〃

　

ク
ス
ノ
キ　
　
　

四
七
九　

〃

　

ス
ギ　
　
　
　
　

三
三
四　

〃

　

ヒ
ノ
キ　
　
　
　

三
〇
七　

〃

　

つ
い
で
に
高
木
層
も
紹
介
し
よ
う
。

　

ヤ
マ
モ
モ　
　

二
八
二
セ
ン
チ

　

タ
ブ
ノ
キ　
　

二
七
八　

〃

　

イ
ス
ノ
キ　
　

二
五
九　

〃

　

ツ
ブ
ラ
ジ
イ　

二
九
九　

〃

　

本
殿
よ
り
北
の
区
域
は
遊
歩
道
が
作
ら

れ
、
樹
林
下
草
の
観
察
に
適
し
た
環
境
と

な
っ
て
い
る
が
、
林
内
が
乾
燥
し
が
ち
で
、

今
後
の
樹
林
の
生
育
を
見
届
け
る
必
要
が

あ
る
。

　

特
に
本
殿
南
の
区
域
は
一
〇
〇
年
以
上

人
手
の
入
っ
て
い
な
い
自
然
林
な
の
で
保

護
に
留
意
し
て
ほ
し
い
。

　

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
副
会
長
古

川
良
夫
氏
か
ら
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　
（
終
わ
り
）

海正八幡神社の社叢

23　広報あ な ん 2013.08



　

数
年
前
、
高
校
の
頃
に
書
い
た

「
心
の
手
を
つ
な
ぎ
合
い
、
明
る

く
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
内
容
の

作
文
を
見
つ
け
、

エ
ッ
！
今
の
気

持
ち
と
変
わ
っ

て
な
い
！
と
驚

い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　

６
年
ほ
ど
前
、

高
知
か
ら
来
ら

れ
て
い
た
Ｉ
Ｚ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ
ダ
ン
ス
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
楽
し
く
踊
っ
た
後
、
先
生

の
「
地
球
の
上
に
立
っ
て
い
る
と

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
皆
で
輪
に
な
っ

て
手
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」

と
の
言
葉
に
皆
で
手
を
つ
な
い
で

踊
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
そ
こ
に

居
る
皆
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
、
地
球
が
喜
ん
で
い
る
よ

う
な
気
さ
え
し
て
、
込
み
上
げ
る

も
の
が
あ
り
涙
が
止
ま
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
最
近
は
老
人
施
設
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
か
せ
て
も
ら

い
、
皆
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し

て
誰
か
ら
と
も
な
く
手
を
つ
な
ぎ

大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
も
同
じ

よ
う
に
深
い
感
動
を
覚
え
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
未
曽

有
の
大
震
災
が
発
生
し
、
そ
し
て

原
発
事
故
も
起
こ
り
ま
し
た
。
常

に
無
償
の
愛
を
注
い
で
く
だ
さ
っ

て
い
る
大
い
な
る
自
然
に
心
を
向

け
ず
、
ち
っ
ぽ
け
な
人
間
が
わ
が

物
顔
で
生
き
て
き
た
結
果
、
私
た

ち
は
大
切
な
大

切
な
モ
ノ
を
失

い
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
今
だ

か
ら
こ
そ
、
人

々
が
何
を
学
び
、

ど
う
生
き
る
か

が
問
わ
れ
て
い

る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
自
然
に
感
謝
し
、
生
か
さ
れ

て
い
る
今
に
感
謝
し
、
た
く
さ
ん

の
心
と
心
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と

が
で
き
た
な
ら
、
世
の
中
が
少
し

ず
つ
少
し
ず
つ
よ
く
な
っ
て
い
く

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
上
中
町
の
福
本　

淳
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝
川　

照
子

か
が
ま
り
て
草
引
く
吾
の
丸
き
背
に
た
っ
ぷ
り
受
け

る
春
の
カ
ル
シ
ュ
ー
ム

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
谷
五
十
鈴

主
な
き
庭
に
も
春
は
め
ぐ
り
き
て
ふ
る
ふ
る
小
さ
き

す
み
れ
の
咲
き
ぬ

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
谷　

富
穂

何
ん
と
な
く
心
に
そ
わ
ず
着
替
た
り
古
く
と
も
馴
れ

し
服
は
落
付
く

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
島　

博
子

雨
の
日
は
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
も
訪
れ
ず
た
い
く
つ
も
良

し
ひ
と
り
の
午
後
は

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
久　

利
永

友
が
皆
定
年
な
り
し
春
の
朝
吾
は
昨
日
の
仕
事
着
を

着
る

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
尾　

久
子

入
院
の
友
に
送
り
し
ク
レ
パ
ス
が
絵
手
紙
と
な
り
イ

ル
カ
飛
び
お
り

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
坂　

季
子

曾
孫
二
歳
さ
く
ら
色
し
た
小
さ
き
指
つ
ん
つ
ん
つ
ん

と
ス
マ
ホ
で
遊
ぶ

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

清
原　

眞
治

ギ
タ
ー
置
く
応
接
室
に
青
葉
風

　
　

山
野　

賢
治

緑
陰
に
遊
べ
ば
時
の
富
者
な
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

春
月

五
月
闇
行
く
先
々
で
傘
忘
る

　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

幸
子

カ
リ
カ
リ
と
若
者
は
食
む
胡
瓜
漬

　
　
　
　
　
　
　
　

数
藤　

恵
子

連
れ
立
ち
て
採
る
楽
し
さ
よ
淡
竹
の
子

阿
部
ま
す
み

万
緑
の
底
に
集
落
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
谷　

由
美

花
う
つ
ぎ
坂
の
う
ね
り
に
バ
ス
の
列

古
川
北
斗
星

鮎
解
禁
川
鵜
川
添
並
び
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　

島　
　

玲
子

抽
斗
に
へ
そ
の
緒
三
つ
土
用
干

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

栄
子

閉
ざ
さ
れ
し
ま
ゝ
の
保
育
所
花
茨

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

佐
野　

智
子

シ
ミ
シ
ワ
と
戦
っ
て
ま
す
熟
女
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
美
子

年
金
の
幅
で
小
さ
な
旅
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

行
く
あ
て
も
な
い
休
日
の
高
鼾

　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

や
や
こ
し
い
秘
密
知
っ
て
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

征
介

美
人
ま
た
鏡
に
向
か
い
問
う
て
い
る

467

市
民
文
芸

羽ノ浦町
三馬 德子さん

心
を
つ
な
ぎ

愛
を
つ
な
ぐ
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阿南市立図書館だより
８月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏）

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図書館車「ひまわり号」

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10：00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　８月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  8日㈭ 椿 泊 漁 協 前 14:30～15:00
  9日㈮ 桑野コミュニティセンター前 14:30～15:00
15日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
16日㈮ 長 生 公 民 館 前 11:00～11:30

　 上 中 分 館 前 14:00～14:30
21日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:30～15:00

巡回日 巡　回　場　所 時　間
22日㈭ 山 口 分 館 前 14:30～15:00

大 潟 分 館 前 15:30～16:00
23日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30～14:00
29日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 13:30～14:00

橘 団 地 前 14:30～15:00
　 　 福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

8 月の巡回日程

８月のイベント
入場無料
申込不要

阿南図書館阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　14:00 ～ 15:00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30 ～ 11:00  
※おはなしひろばの開催時間変更について※

９月から、おはなしひろばの時間が変わります。
（変更前）　　　　　　（変更後）
14:00 ～ 15:00　→　10:30 ～ 11:30

夏休みおたのしみ会
日　時：８月18日㈰　14：00～15：00
場　所：阿南図書館３階　視聴覚室
内　容：人形劇「いたずら狸」、絵本「泣いた赤おに」
　　　　大型絵本「しりとりのだいすきなおうさま」
　　　　大型紙芝居「せんたくかあちゃん」、お手玉あそび

としょかんライフ
７月21日から８月20日は「雑誌愛読月間」です!

Let’s enjoy

　阿南３館で所蔵している雑誌は約150タイトル。さまざ
まなジャンルの雑誌を取りそろえています。
　最新号は館内で読むことができます。バックナンバーは
貸出ＯＫ！予約をすれば、どの館でもすべての雑誌を利用
することができます。
　夏休みは雑誌をめくって、新しい発見をしてみませんか。

４月から新しく購入し始めた雑誌です！
阿南図書館　「フィガロ･ジャポン」「レタスクラブ」「美スト」「ブルータス」
那賀川図書館　「ダイヤモンド・Zai」「ミュージック･マガジン」「Seventeen」
羽ノ浦図書館　「いきいき」
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働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　８月８日㈭、22日㈭ 13:00〜17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション

（☎088－602－0553）へ

若者の就労相談会（予約制）

日時　８月10日㈯　9:00〜12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、相続の手続き、成年

後見制度や後見人をたてることなど
に関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－626－2083）

土・日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

テーブルタップを使って、いくつもの電気
器具を同時に使っていませんか。この状態
をたこ足配線といいます。テーブルタップ
のコードは、流せる電流の量に制限があり
ます。
たこ足配線は、コードが過熱して火災の原
因になることがあり危険です。器具が増え
たらコンセントを増やしましょう。
問 四国電気保安協会徳島支部 
　 徳島南事業所（☎22－8177）へ

８月は電気使用安全月間です

どんどんどん！太鼓をたたいて、さわやか
な汗を流しましょう。
日時　８月10日㈯、11日㈰
　　　10:00～11:30
場所　宝田公民館
対象　幼・保年長児～小学生
※小学3年生以上は子どもだけで参加可能
参加費　無料
問 あなん子ども太鼓クラブ保護者会
　 達田（☎090－9773－0332）または
 　多田（☎090－2785－5356）へ

なつやすみ親子和太鼓教室

募集訓練科　
テクニカルオペレーション科、電気設備科、
住宅リフォーム技術科
訓練期間　
10月1日㈫～平成26年3月31日㈪
対象　公共職業安定所に求職の申し込み
をしている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　8月2日㈮～9月2日㈪まで
問 ポリテクセンター徳島
 　（☎088－654－5102）へ

高齢・障害・求職者
雇用支援機構
職業訓練生の募集

日時　９月４日㈬～12月18日㈬の毎週水
曜日　18:30 ～ 20:30

場所　阿南商工会議所　研修室
対象　初めて簿記を学ぶ方等
講座内容　日商簿記 3 級程度
定員　30人
受講料　毎月3,000円・申込金10,000円

（一定の要件を満たせば、申込金を返金）
申込締切日　８月16日㈮
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

簿記講座受講者募集 

高齢者や障がいのある方を対象に法律や福
祉等の質問や相談などを受け付けます。
日時　８月10日㈯　13:00～16:00
場所　ふれあい健康館（徳島市）
※相談は無料。事前申込が必要です。
問 とくしま高齢者・障害者権利擁護ネッ

トワーク（事務局：徳島県社会福祉協議
会） （☎088－611－1155）へ

元気で長生きをするには準備が必要です。
私たちが生きていくために一番大切なのが
呼吸。この呼吸の仕方、そして呼吸を通し
て体を柔らかくする方法をお伝えします。
初めての方もお気軽にご参加ください。
日時　８月８日㈭　13:30～15:00
場所　市民会館　別館　第一和室
対象　女性の方
※参加費は募金とさせていただきます。
※動きやすい服装でご参加ください。
問 海斗（☎090－1174－7457）へ

高齢者・障害者
なんでも無料相談会

海斗癒しの会

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。10月号の締め切りは８月30日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

高校生の皆さんが、地域のＡＬＴ（外国語指
導助手）たちと一緒に英語活動できる場所
づくりを！と願って新しく結成した団体です。
保険にも加入していますので、安心して活
動に参加してください！
日時　８月18日㈰　14:00～16:00
　　　（今後 2 カ月に 1 回活動予定）
場所　富岡公民館　図書室
対象　高校生
参加費　無料
※参加時の服装は自由です。
問 英語活動ひろば ACE 事務局　土井
　 （☎23－5875）へ

高校生のための
英語活動ひろば A

エース

CE

日時　８月４日㈰　13:30～15:30
場所　那賀川図書館　視聴覚室
講師　萩原　遼さん（元赤旗平壌特派員・ジ

ャーナリスト）
　　　陶久敏郎さん（救う会徳島会長）
テーマ　「北朝鮮の現状と拉致問題」・「北朝

鮮による拉致を排除できない868
人」

※参加費無料。手話通訳もあります。
問 HRネットワーク徳島　丸山
　 （☎090－5141－1995）へ

北朝鮮の
人権問題を考える
市民集会！

日時　８月４日㈰　10:00～14:00
場所　中浦緑地公園（橘町）
内容　ステージイベント、ぴちぴちつかみ
取り、1,000人ビンゴ、橘湾クルーズ（湾
内を約１時間周遊、大人1,000円、子ども
500円 )、模擬店など
問 たちばな海遊祭り実行委員会
　 森本（☎090－3185－2850）へ

たちばな海遊祭り

広報あ な ん 2013.08　26



●入門講座（初心者の方を対象）
日程　毎週土曜日　15:00～16:30
●初級講座（基礎を学習済みの方を対象）
日程　毎週土曜日　13:00～14:30
場所　富岡公民館
参加費　1カ月3,000円
教材費　「新訳第３版中国語会話301（上）」
　　　　1,350円（自己負担）
申込方法　電話または電子メールでお申し
込みください。
問 阿南市国際交流協会
　 （☎44－6652）へ
 　e-mail:himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

中国語講座
受講生募集

日程　９月６日㈮～11月22日㈮の毎週金
曜日9:30～11:30

　　　※10月11、18日は除く（全10回）
場所　ひまわり会館　　定員　20人
講師　永本智富さん（徳島文理大学国際交

流グループ講師）
受講料　無料（ただし、テキスト（2,205

円）は各自で購入）
申込締切日　8月23日㈮
申込方法　住所、氏名、電話番号を記入のう
え、ファクシミリまたは電話でお申し込み
ください。
問 県南部総合県民局（美波）経営企画部

県民生活・県税担当（☎0884－74－
7420・FAX0884－74－7337）へ

一般国道55号では、大雨や台風などの異
常気象時、災害の発生またはその恐れがあ
る場合、雨量による「通行止」を実施します。
なお、規制雨量などの道路情報をインター
ネットで提供しています。
http://www.skr.mlit.go.jp/info/
regulate/kyk/its/index.html
通行規制区間　阿南市福井町日の地～海部
郡美波町北河内（延長10.1km）
規制雨量　300mm（連続雨量）
問 国土交通省徳島河川国道事務所
　 日和佐国道出張所
 　（☎0884－77－0465）へ

中国語講座
受講生募集

国道55号
大雨・台風時は通行止になります

市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

８月から受付する試験を掲載しています。
大卒程度試験

▼総合職試験【大卒程度試験（教養区分）】
受付期間（インターネット）　
８月７日㈬～ 21日㈬
第1次試験日　9月29日㈰
高卒程度試験

▼海上保安大学校学生
▼気象大学校学生
受付期間
●インターネット　
８月29日㈭～９月９日㈪
●郵送または持参
８月29日㈭～９月６日㈮
第1次試験日　11月２日㈯、３日㈰
※くわしくは、お問い合わせください。
問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－831－4765）へ

平成25年度
国家公務員採用試験の日程

さわやかな演奏と、元気いっぱいのパフォ
ーマンスをお届けします
日時　8 月 18 日㈰　14:00 開演
場所　夢ホール（文化会館）
曲目　「美空ひばりメドレー」
　　　「情熱大陸」ほか
入場料　無料
問 阿南中学校（☎22－0539）へ

阿南中学校吹奏楽部
定期演奏会

平成25年度第 2 学期（10月入学）の学生
を募集しています。放送大学はテレビ等の
放送やインターネットを利用して授業を行
う通信制の大学です。心理学・福祉・経済・
歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を
学べます。
出願期間　8月31日㈯まで
※資料は無料贈呈。放送大学ホームページ
でも請求できます。
問 放送大学徳島学習センター
　 （☎088－602－0151）へ

放送大学10月生募集

●レーザでオリジナル時計を作ろう！！
日時　９月22日㈰　９:30～15:30
場所　阿南高専実験実習工場
対象　小学５・６年生、中学生
受講料　無料（別途傷害保険料必要）
定員　６人（定員になり次第締切）
申込期間　８月１日㈭～７日㈬
●折り紙博士の折り紙講座
日時　９月22日㈰　10:00～16:00
場所　阿南高専視聴覚室
対象　中学生以上、一般の方
受講料　2,700円（テキスト・材料費含む）
定員　30人（定員になり次第締切）
申込期間　８月１日㈭～９日㈮
問 阿南工業高等専門学校
　 総務課企画情報係（☎23－7215）へ
 　※土・日曜日は受付していません。

阿南高専公開講座

対象　未経験者、初心者および初級者
　　　（高校生以上）
対象者　20人程度
日時　９月７日㈯～10月12日㈯の毎週土

曜日（全６回）　19:00～21:00
場所　南部健康運動公園テニスコート
参加料　4,000円(6回分、保険料含む)
申込方法　８月31日㈯までに、氏名、住所、
生年月日、電話番号を明記のうえ、電子メー
ルでお申し込みください。
※貸しラケット有ります。
問 阿南市テニス協会初心者講習会責任者

田中（☎ 080‐3164‐6271）へ
　 e-mail：anan.tennis@gmail.com

硬式テニス
初心者講習会

オーディション日時　８月18日㈰ 14:00～
場所　あわぎんホール　小ホール
申込方法　任意の用紙に氏名、年齢、身長、
体重、希望する枠を記入のうえ、顔写真
（上半身）を添えてご応募ください。
応募締切日　８月11日㈰消印有効
応募先　〒774‐0030　富岡町玉塚8‐1
山本方とりふね舞踏舎オーディション係
問 とりふね（☎0463－60－1008）へ

公演日時　10月29日㈫ 19：00～
場所　あわぎんホール
チケット　一般3,000円、学生2,500円
（当日は500円増し）
販売場所　平惣書店全店、紀伊國屋書店
問 山本（☎23－2054）へ

「舞踏」GANGiO GANGIOMA
徳島公演出演者・スタッフ募集
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日時　９月１日㈰　9:00～（集合8:30）
ルート　日和佐駅前～大浜海岸～恵比須洞

～山座峠～白浜～木岐駅前
距離　約10㎞
集合　日和佐駅前
解散　木岐駅前（14:00予定）
参加料　会員：200円
　　　　一般：300円（小学生以下無料）
持参物　弁当、飲み物、雨具等
※長ズボン、長袖シャツ、履き慣れた靴で
ご参加ください。
※傷害保険には加入しています。その範囲
内および応急処置以外の疾病の責任は負い
ません。

問 阿南歩こう会　
　 新川（☎22－3188）へ

「ケイキ」とは、お子さま向けのフラダン
スのことです。心温まるハワイの音楽のな
かで、フラダンスの体験をしませんか。
対象　３歳～小学４年生くらい
日時　８月３日㈯　12:00～（約１時間）
場所　ひまわり会館１階　健康ルーム

問 ハーラウ・ナニ・アイカネアナン
　 浦田（☎090－2780－2536）へ

日時　８月９日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたの町で阿波踊り体操をしみません
か？

阿波踊り体操指導員があなたの町にいつで
もお伺いします。くわしくは、保健センタ
ーへお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室

美波町を歩こう！

ケイキ（キッズ）フラ　無料体験

この夏、ネイチャーセンターでは徳島県の
カタツムリを大公開！手に取って中身が見
れる透明樹脂標本、カタツムリを探せるジ
オラマ展示もあります。もちろん話題の
「アナンムシオイガイ」も展示中。この機
会にぜひ見にきてください！
期間　８月31日㈯まで
開館　9:00～16:00
　　　（休館日：月曜日）
場所　徳島県立佐那河内いきもの
　　　ふれあいの里ネイチャーセンター
入場料　無料

問 ネイチャーセンター
　 （☎088－679－2238）へ

企画展
「カタツムリ」

平成17年度から平成21年度にかけ、接種
の勧めを控えていたことで、日本脳炎の予
防接種の機会を逃した方を特例対象者とし、
現在は公費負担で接種できるようになって
います。
特例対象者　平成７年４月２日生～平成
19年４月１日生
接種期間　20歳の誕生日前々日まで
接種回数　第１期３回、第２期１回（第２
期は、第１期の接種を終えた９歳以上の方
に接種することになっています。）
対象年齢で未接種の方は主治医に相談のう
え、委託医療機関で接種してください。　
予診票を紛失された方は再発行できます。
母子健康手帳をお持ちのうえ、保健センタ
ーまでお越しください。
なお、平成19年４月２日以降に生まれた
お子さまは、７歳半未満までが対象期間に
なります。
問 保健センター（☎22－1590）へ

日本脳炎予防接種の
対象年齢を拡大しています

体組成測定などでご自身の体の状態をみて
みませんか。
日時　８月２日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館
内容　血圧測定、検尿、体組成の測定、個

別健康相談、介護の相談、栄養相談
コーナー

対象　阿南市在住の方
持参物　健康手帳、健診の結果など

問 保健センター（☎22－1590）へ

健康相談 ・栄養相談

検診内容　胃がん・肺がん・前立腺がん・
大腸がん（要予約）・肝炎ウイルス検診
検診日程　
　８月27日㈫　椿泊漁業協同組合
　９月14日㈯　那賀川社会福祉会館
　　　18日㈬　ひまわり会館★
　　　26日㈭　ひまわり会館★
★印の会場のみ歯周疾患検診を実施。
受付時間　9:00 ～ 10:00
※集団検診でがん検診を受ける場合は、検
診日 2 週間前までに総合健診センター ( ☎
088－678－7128) へお申し込みくださ
い。くわしくは、広報あなん 7 月号または、
がん検診等受診券をご覧ください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

がん検診（集団検診）のご案内

かもだ岬温泉保養センター

【８月の休館日】
5日㈪、19日㈪、26日㈪

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

問 徳島県赤十字血液センター
（☎088－631－3200）へ

 献血にご協力ください（８月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

23日㈮
フ ジ グ ラ ン 阿 南 領 家 町 10：00～13：00

阿 南 共 栄 病 院 羽ノ浦町 15：00～16：30

26日㈪ 日本電工㈱徳島工場 橘 町 14：30～16：20

※400ml献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

健康いきいき情報

市民の情報ひろば
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８月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  6日㈫　作って遊ぼう　
（ペットボトルでジョウロを作ろう）

23日㈮　たのしいパネルシアター
27日㈫　お誕生会
２日㈮・９日㈮・20日㈫・30日㈮
　　　　うたって遊ぼう

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

  6日㈫　ベビーマッサージ
27日㈫　お誕生会

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  6日㈫　作って遊ぼう
20日㈫　みんなで遊ぼう
27日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  6日㈫　みんなで遊ぼう
20日㈫　子育て支援講座
27日㈫　お誕生会

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

【児童扶養手当現況届の提出】
受給資格のある方に提出書類等を送付していますので、必要書類を添えて提出してください。
提出時は面接により受付します。
なお、窓口が混雑しますので日程表の日時にお願いします。

提出期間　８月１日㈭～30日㈮
提出場所　こども相談室（本庁２階）
提出に必要なもの　現況届お知らせ通知書に記載してあります。
問 こども相談室（☎22－1677）へ

【特別児童扶養手当所得状況届の提出】
受給資格のある方に提出書類等を送付していますので、必要書類を添えて提出してください。

提出期間　8月12日㈪～9月10日㈫
提出場所　福祉課社会福祉係（本庁１階）
提出に必要なもの　所得状況届提出通知書に記載しています。
問 福祉課（☎22－1592）へ

「児童扶養手当現況届」
「特別児童扶養手当所得状況届」　を提出してください

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。

時間　9:30～11:30
日程　  9日㈮　桑野公民館
　　　23日㈮　加茂谷公民館
　　　28日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
２日㈮、６日㈫、13日㈫、16日㈮、
20日㈫、27日㈫、30日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
８月

（※＝要予約）
  1日㈭　英語で遊ぼう
  2日㈮　高齢者とのふれあい会※
  8日㈭　ミュージックケアー(乳児)※
12日㈪　看護師による健康相談・発育計測
14日㈬～16日㈮　臨時休園
19日㈪　発育計測
20日㈫　ミュージックケアー(幼児)※
22日㈭　お誕生会
23日㈮　おはなしコロリン
問 那賀川子育て支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日 9:00 〜 16:00

８月

子 育 て 一 言 メ モ

　子育てに不安や悩みは尽きないものです。先日も幼稚園の保護者から「う
ちの子が遊びに入れてもらえない。」と相談を受けました。子どもたちに
どうして仲間に入れてあげなかったのか尋ねると「このメカ（空き箱で手
作りしたオモチャ）を持っていないと遊べない。これ作ってきたら、一緒
に遊べるよ。」と子どもなりの理由があることがわかりました。「そのこと
を友達にも教えてあげてね。」と話し、保護者にも伝えると「そうだった
んですね。よくわかりました。」と笑顔も見られるようになりました。
　担任と保護者が、お互いに話し合うことで子どものことをよく理解する
ことができます。話さずにいると相手への不満や不信感が増し、その気持
ちが、子どもにも伝わりかねません。気になることは、 相談することが大
事ですね。	 学校教育課

－気になることは相談しましょう－

なつまつりを開催します。
参加費は無料。ぜひご参加ください。

日時　８月17日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
対象　小学校３年生までのお子さまとその

保護者
内容　ヨーヨーつり・くじびきなど
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 （☎080－1998－7476）担当：森岡へ

病児病後児保育だより

お盆休み　８月13日㈫～16日㈮
　　　　　※19日㈪から開所します。

て ひ ろ ば育子
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注 意 報

警　　報

特別警報
重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい
ときに発表

重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

災害が発生するおそれが
あるときに発表

大　
　
災
害
の
危
険
性　
　
小

　　　

●シリーズ

豆 知 識

８
月
か
ら

『
特
別
警
報
』
の

発
表
を
開
始
し
ま
す

⑶

　
災
害
が
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
、
阿
南
市
が
避
難
勧
告
な
ど
の
緊

急
情
報
を
携
帯
電
話
に
配
信
す
る
「
緊
急
速

報
メ
ー
ル
」
の
訓
練
配
信
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
21
日
㈬
　
午
後
零
時
30
分

配
信
対
象
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ（
ａ

ｕ
）
お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
対
応
機
種

配
信
の
件
名
　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
訓
練
配
信

配
信
内
容
　【
訓
練
】
こ
ち
ら
は
阿
南
市
で

す
。
本
日
○
○
時
○
○
分
○
○
地
区
に
対
し

避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
直
ち
に
○
○

へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

配
信
エ
リ
ア
　
阿
南
市
内
（
通
勤
者
、
旅
行

者
等
を
含
む
）

※
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
設
定
し
て
い
て
も
着
信

音
が
鳴
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
気
象
状
況
に
よ
り
配
信
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
配
信
に
よ
る
通
信
料
は
発
生

し
ま
せ
ん
。

　
気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
津
波
、

高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
の
起
こ

る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、
警
報
を
発
表

し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
が
、

８
月
か
ら
よ
り
甚
だ
し
い
大
雨
や
大
き

な
津
波
等
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害

に
よ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
新
た
に
『
特

別
警
報
』
を
発
表
し
ま
す
。

　『
特
別
警
報
』
の
対
象
は
、「
東
日
本

大
震
災
」
や
観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を

記
録
し
た
「
伊
勢
湾
台
風
」
の
高
潮
、

紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
「
平
成
23
年
台
風
第
12
号
」
の
豪
雨

等
が
該
当
し
ま
す
。

　
本
市
に
『
特
別
警
報
』
が
出
さ
れ
た

場
合
、
お
住
ま
い
の
地
域
は
数
十
年
に

一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な

状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
避
難
指
示
・

避
難
勧
告
等
の
緊
急
情
報
が
発
表
さ
れ

くわしくは、気象庁ホームページ
でご確認ください。
ホームページアドレス
http://www.jma.go.jp/jma/
kishou/know/tokubetsu-
keiho/index.html
問い合わせは　
徳島地方気象台防災業務課
（☎088−626−0676）へ

た
ら
、
屋
外
の
安
全
を
確
認
し
、
た
だ

ち
に
避
難
所
等
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、『
特
別
警
報
』
が
発
表
さ
れ

な
い
か
ら
と
い
っ
て
災
害
が
発
生
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従

来
の
警
報
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
く
、

重
大
な
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に

発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
警
報
が
発
表
さ

れ
た
時
点
で
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
時
間
を

追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意
報
・
警
報
、

そ
の
他
の
気
象
情
報
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　『
特
別
警
報
』
は
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

携
帯
電
話
・
防
災
無
線
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
伝
え
ら
れ
ま
す
。『
特
別

警
報
』
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
た
だ
ち
に

命
を
守
る
た
め
の
判
断
・
行
動
を
し
て

く
だ
さ
い
。

８月21日㈬
「緊急速報メール」の
訓練配信を実施します

問い合わせは　
防災対策課（☎22−9191）へ
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８月の休日・夜間診療

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。
日 開催日　　時 時間　所 場所　
予 予約受付　問 問い合わせ先

法律相談（要予約）	 1日㈭・15日㈭

時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	 13日㈫・27日㈫

時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 23日㈮

時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館

時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談	 30日㈮

時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）	

日 6・20・27日　時 13:00～17:00
日 9・23日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	 今月はありません

時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※９月の相談日は５日㈭です。

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）

日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 子育て家庭教育支援チーム　☎42−3885

心配ごと相談	 5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪

時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

●休日昼間　9：00〜17：00

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

　4日 富永医院 羽ノ浦町  ☎44−2123

11日 羽ノ浦整形外科内科病院 羽ノ浦町  ☎44−6111

18日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22−1313

25日 かじかわ整形外科 日開野町  ☎24−5750

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れて
います。（事前の電話連絡は不要です。）

８月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

７日㈬、21日㈬　17：15〜18：15　市役所本庁１階

スポーツ施設８月の休館日

サンアリーナ（温水プール） 5・12・19・26日

那賀川スポーツセンター 7・14・21・28日

羽ノ浦総合国民体育館 5・12・19・26日

羽ノ浦健康スポーツランド 5・12・19・26日

県南部総合運動公園 6・13・20・27日

　表紙は、昨年の夏、徳島駐屯地で行われた那賀川夏まつりでの
ひとコマ。真夏のプール遊びに勝るものなしといったところでし
ょうか。無邪気に遊ぶ子どもたちのみずみずしい姿が印象的でし
た。今年で30回目を迎える那賀川夏まつり。今年も同駐屯地で
８月25日㈰午後１時から開催されますので、ご家族でお出かけ

ください。さて、今回は「人と農地の問題」について考えてみました。農地といえ
ば農業関係者だけの問題だと考えがちですが、農業・農村は国土保全からコミュニ
ティ形成までさまざまな役割を果たしており、すべての人がその恩恵を受けていま
す。農業の持つこれらの多面的な価値を私たち一人ひとりが理解し、次の世代に継
承していくことが大切です。（山田）
　 気が付けば蝉の鳴き声が聞こえるようになり、厳しい日差しが照りつける日が続
いています。個人的にも、外出時は日焼け止めが欠かせません。海やプール、夏祭り、
旅行などイベントごとがめじろ押しの季節ですが、皆さん紫外線対策、熱中症対策
は万全ですか。水分補給をこまめに行い、体調管理には十分ご注意ください。（相田）

編集室の

窓

８月の相談

８月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

■市県民税（第２期）　　
■国民健康保険税（第３期）
　納期限は、９月２日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  25日㈰  8:30〜17:00（市役所 1階納税課）

人口と世帯数

人口　	 76,988	 人	（−14）

（男）	 37,132	 人	（−13）

（女）	 39,856	 人	（−  1）

世帯数　30,054世帯（−  4）

※平成25年６月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納期限
・全納期一括（９月２日㈪）

・１年一括　（９月２日㈪）

・分割納付の第１期

　　　　　　（９月２日㈪）
問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ
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募集期間 　８月１日㈭～26日㈪　
応募資格 　阿南市在住の方　※１人何点でも応募できますが、応募用紙等は１枚１作品とします。

賞 　優秀賞の方に１万円相当の記念品を贈呈します。
　※採用された名前に複数の応募者がいる場合は、抽選で１人の方に記念品を贈呈します。

応募方法 　応募用紙による応募
応募用紙に必要事項を記入して、市役所本庁、支所、各住民センターに設置している応募箱へ投函、
または、商工観光労政課に持参してください。（FAX可）
はがき・E メールによる応募
はがきに、①キャラクターの名前（ふりがな）　②名前をつけた理由　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤性別　⑥年齢　⑦電話番号を記入し、商工観光労政課まで送付してください。Eメールでの応募
は、市のホームページから応募用紙をダウンロードし、必要事項を記入して送付してください。

選考・発表 　阿南市イメージアップキャラクター選考委員会で選考し、決定します。なお、結果発表は、９月頃
にホームページ等で行います。

注意事項 　・応募作品は、自作で未発表のもので、採用作品の著作権は阿南市に帰属するものとし、デザイン
と併せて阿南市が商標登録、出願をすることができるものとします。

・採用された作品が、すでに使用、または類似していることが判明した場合は、採用を取り消すこ
とがあります。

・いただいた個人情報は、目的以外に使用しません。なお、優秀賞受賞者については、氏名、住所、
年齢を公表しますので、ご了承のうえ、ご応募ください。

応募先・問い合わせは 　〒774－8501富岡町トノ町12番地３　商工観光労政課　
　（☎22−3290・ＦＡＸ22−0075） Ｅメール：shoukou@city.anan.tokushima.jp

　阿南市イメージアップキャラクターの市民による人気投票を行い、その結果１位となった
このキャラクターを選考委員会において、最優秀作品に決定しました。
　今後、全国で活躍し、末永く愛されるようにすてきな名前を募集します。

【作品の説明】
四国で最初に太陽が昇る最東端の町“光のまち
阿南”に咲くひまわりから、太陽の光をたっぷ
り浴びて生まれた花と光のたてがみを持ち、心
豊かに力強く成長する産業都市のイメージをラ
イオンに重ねてデザインしました。

本山 清数さんの作品
（神戸市在住）

※このデザインは投稿時のオリジナルデザインです。正
式なお披露目は平成25年10月を予定していますが、
必要に応じてデザイン、色彩、プロフィール等キャラ
クター設定を修正・改変する場合があります。

「阿南市イメージアップキャラクター」ネーミング応募用紙

キャラクターの名前（ふりがな）

名前をつけた理由

応募者

ふりがな

氏　　名
性別 男 ・ 女 年齢 歳

住　　所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☎

阿南市イメージアップ
キャラクターの 名前を募集します


